
釧路水誠 だよ り

76

加工実習に取り組むコルニュークさん

○道東～根室海峡で豊漁

一昨年のスルメイカ漁業一

〇根室支庁管内における

マナマコの産卵期と禁漁期

○厚岸湖の水賞

○見える?見えない!?魅せます日

一水産加工技術の普及から一

〇サンマの栄養について

平成9年9月

北海道立釧路水産試験場



軸路水託だより 第76号 (1997.9)

道
東

～
根
室
海
峡

で
豊
漁

･

昨
年

の

ス
ル
メ
イ
カ
漁
業

1
九
九
六
年
の
ス
ル
メ
イ
カ
漁
業
を
振
り
返
る
と
､

道
東
で
は
四
年
ぶ
り
に
漁
獲
量
が

一
万
ト
ン
を
超
え
､

根
室
海
況
で
も

1
九
九
五
年
に
続
い
て
二
万
ト
ン
を

超
え
る
豊
漁
と
な
っ
た
｡

◎
道
東
太
平
洋

道
東
太
平
洋
に
お
け
る
釣
り
漁
業
は
､
大
津

～
釧

路
沿
岸
で
七
月
十
日
に
､
広
尾
沿
岸
で
七
月
十

五
日

に
始
ま

っ
た
｡
初
漁
日
は
釧
路
沿
岸
で
は
十
日
は
ど

早
-
､
広
尾
沿
岸
で
は
前
年
と
同
じ
で
あ

っ
た
｡
終

漁
日
は
釧
路
沿
岸
で
は
十
月
二
十
日
､
広
尾
沿
岸
で

は
十
月
二
十
四
日
で
､
い
ず
れ
も
前
年
に
比
べ
十
日

は
ど
早
か

っ
た
｡
概
し
て
い
え
ば
'
釣
り
漁
業
は
前

年
に
比
べ
早
-
始
ま
り
早
く
終
わ
っ
た
｡

十
勝

･
釧
路

･
厚
岸

･
花
咲

･
根
室
の
各
港

へ
の

水
揚
げ
量
は
釣
り
が
九
､

1
六

l
ト
ン

(前
年
三
､

八
〇
四
ト
ン
)
'
底
引
き
が
二
､
三
四
七
ト
ン

(節

年
五
五
〇
ト
ン
)
'
合
計

一
一
､
五
〇
八
ト
ン
で
前

年

(
四
､
三
五
四
ー
ン
)
の
二

･
六
倍
に
当
た
り
'

1
九
九
二
年
以
来
の
豊
漁
と
な

っ
た
o
(図
1
参
照
)

釧
路
沿
岸
に
お
け
る
釣
り
漁
船
の

1
隻

一
晩
当
た

高

昭

宏

り
漁
獲
量
は
二

二
二
ト
ン
で
'
前
年
の

1
･
〇
ー
ン

を
大
き
-
上
回
っ
た
｡

◎
根
室
海
峡

根
室
海
峡
で
は
主
に
羅
臼
沿
岸
で
釣
り
'
サ
ケ
定

置
網
'
雑
刺
し
網
に
よ

っ
て
漁
獲
さ
れ
た
｡
年
漁
獲

量
は
二

一
㌧

二
二
六
ト
ン
で
､
前
年

(
二
〇
､

1
五

三
ト
ン
)
を
や
や
上
回
り
､
二
年
続
け
て
二
万
ト
ン

を
超
え
た
O
盛
漁
期
は
十
月
～
十

一
月
で
あ
り
､
こ

の
二
か
月
で
年
漁
獲
量
の
八
九
･
七
%
が
得
ら
れ
た
｡

(図
2
参
頗
)

1985 86 87 88 89 90 91 92 93 94 95 96年

図1 スルメイカ漁獲量変動(道東太平洋と根室海峡の比較)

注 :道東太平洋は ｢釣り｣､｢底引き｣､根室海峡は ｢釣り｣､ ｢定置｣､

｢刺し網｣による漁棲量

7月 8月 9月 10月 11月 12月

図2 スルメイカ年次別 ･月別漁獲量 (羅臼)

(釣り､定置網､刺し網の合計)
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釧路水洗だより 第76号 (1997.9)

漁
法
別
漁
獲
量
は
釣
り
-
九
､
二
八
六
ト
ン

(
四

三

･
九
%
)､
サ
ケ
定
置
網
1

一
〇
へ
六

丁
三
ト
ン

(五
〇

･
二
%
)'
雑
刺
し
網
-

1
､
二
三
七
ト
ン

(五

･
九
%
)
で
あ
る
｡

(図
3
参
照
)

釣

り

八
月
に
入
っ
て
釣
り
漁
業
が
始
ま
り
､
十

一
月
二

十
日
こ
ろ
に
終
漁
し
た
｡
例
年
の
よ
う
に
十
月
～
十

一
月
に
ま
と
ま
っ
て
漁
獲
さ
れ
'
二
か
月
間
の
漁
獲

量
は
八
㌧

一
四
九
ト
ン
で
あ
っ
た
O

根
室
海
峡
の
羅
臼
沿
岸
で
操
業
す
る
釣
り
漁
船
は

gr=5j･71499日リ3堤12盟1･-LR,r= 年

図3 スルメイカ年次別 .漁法別漁獲量 (羅臼)

13579111315171921232527293124681012141618202224262830(日)
10月 11月

図4 1隻 1晩当りスルメイカ漁獲量変動 (1996年､羅臼､釣り)

l
九
九
〇
年
代
に
入
っ
て
増
え
は
じ
め
､

一
九
九
四

年
に
は
多
い
日
に
は

一
二

隻

(十

1
月
十
二
日
)､

一
九
九
五
年
に
は

1
七
二
隻

(十

一
月
十

一
日
)'

一
九
九
六
年
に
は

一
九
六
隻

(十

一
月
四
日
)
が
水

揚
げ
し
た
｡
羅
臼
沿
岸
で
の
水
揚
げ
延
べ
隻
数

(十

月
､
十

1
月
)
は

1
九
九
四
年
-
四
､
四
三

一
隻
､

一
九
九
五
年
-
八
､
〇
〇
七
隻
'

一
九
九
六
年
-
四
㌧

八
六
四
隻
で
あ
っ
た
｡

盛
漁
期
に
当
た
る
十
月
～
十

1月
に
お
け
る
釣
り

漁
船

一
隻

一
晩
当
た
り
漁
獲
量
は

一
･
六
八
ー
ン
で
､

l
九
九
五
年

(
1
･
二
六
ト
ン
)
お
よ
び

一
九
九
四

年

(
一
･
四
八
ト
ン
)
を
上
回
っ
た
｡

1
隻

一
晩
当
た
り
漁
獲
量
は
十
月
中
旬
～
十

1月

上
旬
に
高
く
へ
十
月
三
十
日
に
は
五

･
〇
六
ト
ン
に

達
し
た

(
l
七

1
隻
で
こ
の
年
最
高
の
八
六
六
ト
ン

の
漁
獲
量
)

0
(図
4
参
照
)

サ
ケ
定
置
網

一
九
九
三
年
ま
で
は
羅
臼
沿
岸
に
サ
ケ
定
置
網
は

三
六
か
統
設
置
さ
れ
て
い
た
が
､

一
九
九
四
年
以
降

は
三
三
か
続
に
減

っ
て
い
る
｡
八
月
に
入
っ
て
か
ら

乗
網
が
始
ま
り
十

一
月
未
に
終
漁
し
た
｡
ま
と
ま
っ

て
漁
獲
さ
れ
た
の
は
十
月
～
十

一
月
で
あ
り
､
中
で

も
十
月
中
旬
～
十

一
月
中
旬
に
漁
獲
量
が
多
か
っ
た
｡

十
月
三
十
日
に
は
こ
の
年
最
高
の

二

二
二
二
ト
ン

が
漁
獲
さ
れ
た
｡
な
お
前
述
の
よ
う
に
'
こ
の
日
は

釣
り
の
漁
獲
量
も
最
高
で
あ

っ
た
｡

(図
5
参
照
)



釧路水武だより 第76号 (1997.9)

(トン)

仁 志 は

13579111315171921232527293124681012141618202224262830(日)

10月 11月

図5 スルメイカ日別漁獲量変動 (1996年､羅臼､定置網)

一
九
九
六
年
の
ス
ル
メ
イ
カ
の
特
徴

釣
り
､
サ
ケ
定
置
網
と
も
に
前
年
に
比
べ
早
め
に

漁
獲
さ
れ
は
じ
め
た
｡
漁
獲
量
は
サ
ケ
定
置
網
で
は

八
月
-
三

一
五
ト
ン

(前
年

1
ト
ン
)t
九
月
-
六

一
六
ー
ン

(前
年

一
六
〇
ト
ン
)'
釣
り
で
は
八
月

-
二
七
ー
ン

(前
年
な
し
)､
九
月
-

1
'

1
〇
九

ト
ン

(前
年
三
〇
二
ト
ン
)
で
あ
る
｡

つ
ま
り
幼
イ

カ
が
例
年
よ
り
早
め
に
来
遊
し
た
の
が
特
徴
の

1
つ

で
あ
る
｡

来
遊
し
た
ス
ル
メ
イ
カ
の
大
き
さ
も
ま
ち
ま
ち
で
､

全
体
的
に
小
さ
め
で
あ

っ
た
｡
羅
臼
の
あ
る
定
置
漁

業
者
か
ら

｢ど
う
も
今
年
の
イ
カ
は
型
が
不
揃
い
で
､

全
体
に
小
さ
い
｣
と
い
う
手
紙
を
添
え
て
標
本
が
送

ら
れ
て
来
た
が
､
わ
れ
わ
れ
が
調
査
し
た
結
果
も
'

実
際
に
そ
の
通
り
で
あ

っ
た
｡

(図
6
参
照
)

一
九

九
六
年
に
は
太
平
洋
系

ス
ル
メ
イ
カ
の
来
遊
資
源
量

19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 cm

図6 スルメイカ外套長組成 (1994年～1996年､羅臼)
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釧路水武だより 第76号 (1997.9)

が
多
-
､
そ
の
影
響
が
道
東
太
平
洋

～
根
室
海
峡
へ

の
来
遊
量
に
及
ん
だ
の
だ
ろ
う
｡
毎

年
六
月
に
実
施

し
て
い
る

｢第

l
次
漁
場

一
斉
調
査
｣
結
果
に
よ
る

と
､
太
平
洋
ス
ル
メ
イ
カ
の
資
源
量
は

一
九
八
〇
年

以
降
で
見
る
と
量
も
多
-
'

一
九
九
六
年
の
資
源
量

は
前
年
の

一
･
八
倍
と
い
う
数
字
に
な

っ
て
い
た
O

な
お
外
套
長
は
道
東
太
平
洋
沿
岸
で
も
前
年
に
比
べ

小
さ
め
で
あ

っ
た
｡(た
か
あ
き
ひ
ろ

･
資
源
管
理
部
)

4



釧路水誠だより 第76号 (1997.9)

根
室
支
庁
管
内
に
お
け
る

マ
ナ

マ
コ
の
産
卵
期
と
禁
漁
期

は
じ
め
に

ナ
マ
コ
は
日
本
人
に
は
舌
-
か
ら
馴
染
み
の
深
い

海
の
幸
で
､
特
に
煮
干
し
し
た

｢イ
リ
コ
｣
は
中
国

料
理
に
欠
か
せ
な
い
素
材
と
し
て
高
価
で
取
り
引
き

さ
れ
て
い
ま
す
｡

北
海
道
の
ナ
マ
コ
の
漁
獲
量
は
､
全
国
の
約
二
〇

%
を
占
め
､
平
成
六
年
の
漁
獲
量
は

〓

10
0
ト
ン

で
､
宗
谷
'
留
萌
の
両
支
庁
で
全
道
の
六

三
%
を
漁

獲
L
t
こ
の
う
ち
根
室
支
庁
管
内
で
は
､
標
津
町

九
ト
ン
'
羅
臼
町

一
六
ー
ン
の
計
二
五
ー
ン
と
な

っ
て
い
ま
す
｡
当
管
内
で
は
ナ
マ
コ
が
全
道
に
占
め

る
漁
獲
割
合
は
二
%
と
少
な
い
で
す
が
､
沿
岸
漁
家

に
と

っ
て
は
重
要
な
根
付
け
資
源
と
な

っ
て
い
ま
す
｡

ナ
マ
コ
の
漁
獲
は
禁
漁
期
を
は
ず
し
て
行
わ
れ
て

い
ま
す
が
'
以
前
よ
り
根
室
北
部
の
漁
業
者
か
ら
禁

漁
期
を
規
定
し
て
い
る
漁
業
調
整
規
則
が
実
態
に

合

っ
て
い
な
い
こ
と
が
指
摘
さ
れ
'
資
源
保
護
上
､

規
則
改
正
の
た
め
の
根
拠
と
な
る
産
卵
期
調
査
が
要

望
さ
れ
て
い
ま
し
た
｡
こ
の
た
め
､
平
成
八
年
五
月

か
ら
九
月
に
か
け
て
羅
臼
'
根
室
の
両
漁
業
協
同
組

合
'
根
室
地
区
'
根
室
北
部
地
区
両
水
産
技
術
普
及

丸

邦

義

指
導
所
の
協
力
を
得
て
マ
ナ
マ
コ
の
産
卵
期
調
査
を

実
施
し
ま
し
た
｡

参
考
ま
で
に
'
図

1
に
北
海
道
に
お
け
る
ナ
マ
コ

の
禁
漁
期
を
示
し
ま
し
た
｡
こ
れ
に
よ
り
ま
す
と
､

根
室
支
庁
管
内
で
は
納
沙
布
岬
を
境
に
根
室
海
峡
側

は
五
月

一
日
か
ら
六
月

1
五
日
'
太
平
洋
側
は
七
月

一
一
日
か
ら
九
月
二
〇
日
と
な

っ
て
い
ま
す
｡

本
文
で
は
昨
年
実
施
し
た
羅
臼
､
根
室
で
の
マ
ナ

マ
コ
産
卵
期
調
査
の
結
果
を
紹
介
し
'
併
せ
て
禁
漁

期
設
定
の
経
緯
と
禁
漁
期
の
改
正
に
つ
い
て
触
れ
た

い
と
思
い
ま
す
｡

な
お
'
北
海
道
で
漁
獲
さ
れ
て
い
る
ナ
マ
コ
は
､

和
名
が

マ
ナ
マ
コ
で
す
が
､
北
海
道
水
産
現
勢
及
び

漁
業
調
整
規
則
で
は
ナ
マ
コ
と
し
て
表
示
さ
れ
て
い

ま
す
の
で
､
そ
の
ま
ま
用
い
､
産
卵
期
調
査
の
記
述

で
は
種
を
明
確
に
す
る
た
め
和
名
と
し
ま
し
た
｡

6/21- 8/20

図1 ナマコの禁漁期
(北海道海面漁業鞘整規則による)
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釧路水託だより 第76号 (1997.9)

産
卵
期
の
闇
査
方
法

産
卵
期
を
把
握
す
る
に
は
'
生
殖
巣
の
熱
度
を
季

節
的
に
調
査
し
ま
す
｡
生
殖
巣
は
口
の
近
く
に
あ
り

(図
2
)
'
産
卵
期
が
近
づ
く
と
樹
枝
状
に
発
達
し
'

雌
は
捜
色
'
雄
は
白
色
に
な
り
ま
す
｡
産
卵
後
は
生

殖
巣
が
萎
縮
L
t
雌
雄
の
判
別
が
困
難
に
な
り
ま
す
｡

熟
度
を
調
べ
る
に
は
'
次
に
示
し
た
方
法
が
あ
り
ま

す
〔一
(
こ

生
殖
巣
の
外
見
よ
り
熱
度
を
判
断
す
る
｡
こ

の
方
法
は
簡
単
で
す
が
､
熱
度
基
準
が
確
実
で
な
い

と
客
観
性
に
欠
け
ま
す
｡

(
二
)
生
殖
巣
重
量
が
殻
重
量

(内
蔵
を
取
り
除
い

た
重
量
)
に
占
め
る
相
対
比

(生
殖
巣
重
量
×
T
O

O
/
殻
重
量
)
の
変
化
を
調
べ
ま
す
｡
こ
の
方
法
は

生
殖
巣
と
殻
重
量
を
秤
量
す
る
だ
け
な
の
で
'

1
に

次
い
で
簡
単
で
す
｡

(三
)
生
殖
巣
よ
り
組
織
片
を
取
り
出
し
ス
ラ
イ
ド

グ
ラ
ス
の
上
に
薄
-
載
せ
て
'
生
殖
細
胞
の
熱
度
を

顕
微
鏡
で
調
べ
ま
す
｡
こ
の
方
法
は
生
殖
細
胞
の
熱

度
基
準
を
作
り
'
そ
れ
に
基
づ
い
て
判
定
す
る
も
の

で
'
次
に
述
べ
る
四
の
簡
便
法
で
す
｡

(
四
)
生
殖
巣
よ
り
極
-
薄
い
組
織
片
を
切
り
出
し
'

肛門

図2 ナマコの解剖模式図

ス
ラ
イ
ド
グ
ラ
ス
の
上
に
貼
り
付
け
特
殊
な
色
素
で

染
色
L
t
卵
巣
'
精
巣
の
熱
度
を
朝
微
鏡
で
調
べ
ま

す
｡
こ
の
方
法
も
卵
巣
､
精
巣
の
熱
度
基
準
を
作
り
'

そ
れ
に
基
づ
い
て
判
定
す
る
も
の
で
'
以
上
述
べ
た

方
法
の
中
で
最
も
正
確
で
す
が
'
結
果
を
出
す
ま
で

に
時
間
が
か
か
る
の
か
難
点
で
す
｡

木
下

･
渋
谷

(
1
九
三
九
)
は

1
と
三
の
方
法
､

田
中

(
一
九
五
八
)
と
乗
瞭

(
1
九
九

一
)
は
二
と

四
の
方
法
で
そ
れ
ぞ
れ
産
卵
期
を
把
握
し
て
小
ま
す
O

今
回
'
著
者
が
行
な

っ
た
方
法

(丸
ら

1
九
九

六
)
は
､
調
査
結
果
が
急
が
れ
る
た
め
二
の
方
法
で

す
｡調
査
に
供
す
る
マ
ナ
マ
コ
は

l
九
九
六
年
五
月

7

三
日
か
ら
九
月
十
七
日
に
か
け
て
'
五
月
､
九
月
は

月
に

一
回
'
六
月
か
ら
八
月
は
月
に
二
回
､
図
3
に

示
し
た
羅
臼

(水
深

一
〇

m
)
'
根
室

(水
深
三
～

四

m
)
で
各
地
各
回
三
〇
個
体
を
目
途
に
ナ
マ
コ
桁

綱

と
ス
キ

ュ
ー
バ
潜
水

に
よ
り
採
集
し
ま
し
た
｡

採
集
し
た
マ
ナ
マ
コ
は
'
旺
門
に
ハ
サ
-
を
入
れ

口
の
方
向

へ
切
り
'
生
殖
巣
を
摘
出
L
t
残

っ
た
内

蔵
を
除
去
し
､
殻
だ
け
に
し
ま
す
｡
こ
れ
ら
の
生
殖

巣
と
殻
を
精
度
〇

･
一
g
の
杵
で
湿
重
量
を
測
定
し
､

生
殖
巣
重
量
の
相
対
的
変
化
を
示
す
生
殖
巣
指
数

(生
殖
巣
重
量
×
1
0
0
/
殻
重
量
)
を
算
出
し
ま

し
た
｡
ま
た
'
現
場
水
温
の
参
考
に
す
る
た
め
'
羅
臼
漁

協
採
苗
場
と
根
室
漁
協
栽
培
セ
ン
タ
ー
が
前
浜
か
ら

汲
み
上
げ
て
い
る
海
水
の
水
温
資
料
を
用
い
ま
し
た
｡
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図3 マナマコ採集地点

産
卵
時
期

殻
重
量
の
測
定
結
果
を
図

4
に
示
し
ま
し
た
O
羅

臼
の
試
料

(範
囲
三
三

･
四
～
二
二

一
二
二
g
､
平

均
値

二

二

･
九

g
)
は
根

室
の
そ
れ

(範

囲
九
〇

･
二

～
二
六
三

･
五
g
､
平
均
値

一
五

一
･
一
g
)

よ
り

も
全
般
に
小
さ
く
'
両
者
の
平
均
値
に
有
意
な

差
か
見
ら
れ
た
こ
と
か
ら
'
羅
臼
は
根
室
に
比
べ
小

型
個
休
が
多
い
こ
と
が
判
り
ま
す
｡

ま
た
､
殻
重
量
と
生
殖
巣
重
量
の
関
係
を
み
る
た

め
､
重
量
の
大
き
い
八
月
の
値
に
つ
い
て
両
者
の
関

係
を
み
ま
す
と
有
意
な
正
の
相
関
が
認
め
ら
れ

(相

関
係
数

‥
〇

･
四
七
'
危
険
率

1
oc
､
標
本
数

‥

六
〇
)
､
殻
重
量
が
小
さ
い
と
生
殖
巣
重
量
も
相
対

的

に
小
さ
く
な
る
傾
向
が
見
ら
れ
ま
し
た

(図
5
)

生
殖
巣
指
数

(図
6
)
は
羅
臼
､
根
室
と
も
五
月

に
低
-
'
八
月
下
旬

に
最
高
値
を
示
し
'
以
後
九
月

に
最
低
値
を
示
し
ま
し
た
｡
羅
臼
の
指
数
値
は
九
月

を
除
い
て
根
室
よ
り
全
般
に
低
-
､
こ
れ
は
先
に
述

べ
た
小
型
個
休
か
多
か

っ
た
た
め
と
思
わ
れ
ま
す
｡

生
殖
巣
指
数
平
均
値
の
標
準
偏
差
は
七
月
下
旬
か
ら

八
月
下
旬
に
大
き
い
の
で
'
こ
の
時
期
に
産
卵
か
行

な
わ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
ま
し
た
｡

水
温
は
七
月
ま
で
は
羅
臼
､
根
室
と
も
同
様
な
傾

向
で
上
昇
し
ま
し
た
か
､
以
後
､
八
㌧
九
月
は
羅
臼

か
高
め
に
経
過
し
ま
し
た

(
図
6
)
｡
木
下

･
渋
谷

(
一
九
三
九
)
は
北
海
道
産

マ
ナ
マ
コ
の
産
卵
の
始

ま
る
表
面
水
温
は
太
平
洋
側
で

一
三
～

一
四
℃
で
あ

る
と
報
告
し
て
い
ま
す
｡
羅
臼
'
根
室
に
つ
い
て

一

三
～

一
四
℃
に
適
し
た
時
期
を
み
ま
す
と
七
月
中

･

下

旬
に
な

っ
て
お
り
､
こ
の
時
期
に
産
卵
が
開
始
さ

れ
た
と
思
わ
れ
ま
し
た
｡

産
卵
期
は
'
前
述
し
た
生
殖
巣
指
数
の
変
化
と
産

卵
開
始
水
温
か
ら
七
月
中
旬
～
九
月
上
旬
で
あ
る
と

判
断
さ
れ
ま
し
た
｡

根
室
支
庁
管
内
の
マ
ナ
マ
コ
の
産
卵
期
に
つ
い
て

は
'
木
下

･
渋
谷

(
一
九
三
七
､

一
九
三
九
)
が
全

道
的
な
調
査
の

1
環
と
し
て
昭
和

一
〇
､

二

の
両

年
に
当
時
の
根
室
郡
和
田
村
で
調
査
し
'
産
卵
期
は

七
月
二
〇
日
頃
か
ら
八
月
中
旬
で
'
盛
期
は
七
月
下

旬
か
ら
八
月
上
旬
と
報
告
し
て
い
ま
す
｡
今
回
'
著

者
ら

(
1
九
九
六
)
が
得
た
結
果
は
こ
の
結
果
と
ほ

ぼ

一
致
し
て
い
ま
す
｡
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100 150 200
殻 重 畳 (ど )

図4 採集マナマコの殻重量

100 200
殻 重 畳 (ど )

図5 マナマコの穀重量と生殖巣重量の関係
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5 月 6 月 7 月 8 月 9 月

生殖巣指数=生殖巣重量×100/殻重皇

.平均値 Ⅰ平均値の標準偏差

図6 マナマコ生殖巣指数の月別変化

禁
漁
の
制
定
と
産
卵
期
調
査
の
開
始

次
に
､
ナ
マ
コ
の
禁
漁
期
が
何
時
頃
ど
の
よ
う
に

し
て
決
め
ら
れ
'
そ
れ
は
資
源
保
護
に
有
効
で
あ

っ

た
の
か
を
見
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
｡

ナ
マ
コ
は
古
-
か
ら
イ
リ
コ
と
し
て
中
国

へ
輸
出

さ
れ
て
い
た
関
係
上
､
北
海
道
開
拓
使
は
早
-
か
ら

ナ
マ
コ
の
繁
殖
､
保
護
に
留
意
し
､
明
治

一
三
年
に

根
室
管
内
で
漁
具
の
制
限
を
行
い
ま
し
た
｡
禁
漁
期

が
支
庁

(国
)
ご
と
に
設
定
さ
れ
た
の
は
明
治
二
八

年
で
､
そ
の
後
､
明
治
三
六
年
に
改
正
さ
れ
ま
し
た
｡

当
時
の
支
庁
区
分
は
現
在
と
幾
分
異
な

っ
て
い
ま
す

の
で
､
海
域
で
み
ま
す
と
日
本
海
中
部
以
南
か
ら
津

軽
海
峡
は
三
月

一
六
日
か
ら
五
月
三

一
日
'
日
本
海

中
部
以
北
か
ら
オ
ホ
ー
ツ
ク
海
､
根
室
海
峡
に
か
け

て
は
四
月

一
六
日
か
ら
六
月
三
〇
日
と
さ
れ
て
い
ま

し
た
｡
た
だ
し
'
釧
路
'
十
勝
､
日
高
支
庁
に
関
し

て
は
禁
漁
期
間
の
定
め
が
な
-
'
当
時
の
禁
漁
期
設

定
の
根
拠
は
科
学
的
な
調
査
に
裏
付
け
さ
れ
た
も
の

で
は
な
く
､
漁
業
者
の
観
察
'
聞
き
取
り
に
よ
る
も

の
で
し
た
｡

そ
こ
で
､
木
下

･
渋
谷

二

九
三
九
)
は
昭
和

一

〇
年
か
ら
十
三
年
に
か
け
て
奥
尻
､
焼
尻
､
国
後
の

各
島
を
含
む
全
道

一
〇
カ
所
に
百
一る
本
格
的
な
産
卵

期
調
査
を
行
い
､
北
海
道
産
ナ
マ
コ
の
産
卵
期
は
'

ほ
ぼ
七
～
八
月
で
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
ま
し
た
｡

こ
の
調

査
結
果
か
ら
木
下

･
渋
谷

(
一
九
三
九
)
は

当
時
の
禁
漁
期
は
産
卵
前
の
親
の
保
護
に
は
有
効
で

あ
る
が
､
産
卵
期
問
を
保
護
す
る
も
の
で
な
-
､
せ

め
て
産
卵
期
の
前
半
十
五
日
位
は
禁
漁
に
す
べ
き
で

あ
る
と
述
べ
て
お
り
､
今
更
な
が
ら
先
人
の
資
源
保

護
に
対
す
る
熱
意
と
卓
見
に
は
敬
服
し
ま
す
｡

禁
漁
期
の
変
遷

根
室
支
庁
管
内
に
お
け
る
ナ
マ
コ
の
禁
漁
期
が
納

沙
布
岬
を
境
に
し
て
根
室
海
峡
側
と
太
平
洋
側
で
ど

う
し
て
異
な
る
の
か
､
そ
の
根
拠
は
明
ら
か
で
あ
り

ま
せ
ん
｡
そ
こ
で
､
ま
ず
禁
漁
規
則
の
変
遷
を
み
て

み
ま
す
｡

明
治
三
六
年
に
改
正
さ
れ
た
北
海
道
庁
令
第
四

1

号
に
よ
る
漁
業
取
締
規
則
は
､
大
正

二
二
年
に
北
海
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遥
漁
業
取
締
規
則
第
三

1
条
と
な
り
'
さ
ら
に
昭
和

三
年
に
は
北
海
道
漁
業
取
締
規
則
第
三
四
条
に
よ
り

全
面
改
正
さ
れ
ま
し
た
が
､
禁
漁
期
は
以
前
の
ま
ま

で
し
た
っ
そ
の
後
へ
昭
和
二
七
年
に
北
海
道
漁
業
調

整
規
則
第
三
九
条
に
よ
り
全
道

一
律
に
禁
漁
期
が
五

月

一
日
か
ら
七
月

一
日
と
な
り
ま
し
た
｡
昭
和
三
九

年
に
は
北
海
道
海
面
漁
業
調
整
規
則
第
三
九
条
に
よ

り
全
道

1
律
の
禁
漁
期
が
五
月

1
日
か
ら
六
月

1
五

日
と
変
わ
り
ま
し
た
O
さ
ら
に
'
昭
和
五
〇
年
に
は

同
規
則
の

?
部
改
正
か
行
わ
れ
'
渡
島
､
桧
山
は
六

月
二

一
日
か
ら
八
月
二
〇
日
と
な
り
'
そ
れ
以
外
の

地
域
は
変
わ
り
ま
せ
ん

で
し
た
｡
し
か
し
'
平
城
三

年
に
は
再
び
同
規
則
の

一
部
改
正
か
行
わ
れ
'
こ
れ

ま
で
の
渡
島
'
桧
山
の
禁
漁
期
に
胆
振
が
加
え
ら
れ

ま
し
た
｡
そ
し
て
日
高
'
十
勝
'
釧
路
と
根
室
太
平

洋
に
つ
い
て
は
新
た
に
禁
漁
期
が
七
月

一
一
日
か
ら

九
月
二
〇
日
と
な
り
､
残

っ
た
支
庁
は
根
室
海
峡
を

含
め
て
現
在
の
禁
漁
期
に
な

っ
て
い
ま
す
｡

こ
う
し
て
見
る
と
､
日
高
以
東
の
太
平
洋
側
に
位

置
す
る
支
庁
の
禁
漁
期
問
が
新
た
に
決
め
ら
れ
た
時

に
'
根
室
支
庁
の
太
平
洋
側
も
太
平
洋
海
域
と
し
て

1
括
し
て
扱
う
た
め
に
納
沙
布
岬
の
先
ま
で
含
め
ら

れ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
O

一
方
'
岬
の
北

の
根
室
海
峡
側
は
過
去
の
禁
漁
期
間
の
変
遷
を
経
て

現
在
に
至

っ
て
い
ま
す
O

禁
漁
期
の
改
正

現
行
の
漁
業
調
整
規
則
は
､
木
下

･
渋
谷

(
一
九

三
ヒ
)
の
調
査
結
果
と
今
回
の
調
査
結
果

(丸
ら

一
九
九
六
)
と
照
ら
し
合
わ
せ
て
実
施
に
即
し
て
い

な
い
こ
と
が
明
ら
か
と
な
り
ま
し
た
の
で
'
根
室
支

庁
で
は
北
海
道
水
産
部
漁
業
管
理
課
を
通
し
根
室
海

峡
側
を
根
室
太
平
洋
側
と
同
時
期
の
禁
漁
期
間
に
す

る
よ
う
改
正
手
続
き
を
行

っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
｡

お
わ
り
に

産
卵
期
の
親
を
保
護
し
て
子
を
生
ま
せ
資
源
に
つ

な
げ
る
た
め
に
､
禁
漁
期
を
設
定
す
る
こ
と
は
水
産

資
源
管
理
の
最
も
基
本
的
な
方
法
で
す
｡
木
下

･
渋

谷
か
全
道

一
円
に
百
一る
ナ
マ
コ
の
産
卵
期
調
査
を
行

い
､
そ
の
結
果
を
基
に
産
卵
期
間
を
禁
漁
に
す
べ
き

で
あ
る
と

一
九
三
九
年
に
提
言
し
て
以
来
'
実
に
六

〇
年
近
-
経

っ
て
根
室
海
峡
の
ナ
マ
コ
の
禁
漁
期
が

改
正
さ
れ
る
こ
と
は
'
意
義
深
い
も
の
が
あ
り
ま
す
｡

規
則
は

一
旦
制
定
さ
れ
る
と
'
よ
ほ
ど
の
こ
と
が
な

い
限
り
改
正
し
ず
ら
い
面
が
あ
り
ま
す
｡
今
回
､
改

正
に
踏
み
切
ら
せ
た
の
は
'
地
元
漁
業
者
の
資
源
保

護
に
対
す
る
強
い
熱
意
が
あ

っ
た
か
ら
で
す
｡
そ
れ

に
加
え
て
忘
れ
て
な
ら
な
い
の
は
'
先
人
が
ナ
マ
コ

の
資
源
保
護
に
如
何
に
真
剣
に
取
り
組
ん
で
い
た
か

と
い
う
こ
と
で
す
｡
そ
の
調
査
結
果
や
考
え
方
は
'

現
在
で
も
充
分
通
じ
る
も
の
で
す
｡

最
後
に
'
ナ
マ
コ
の
産
卵
期
調
査
に
協
力
を
願

っ

た
羅
臼
漁
業
協
同
組
合
'
根
室
漁
業
協
同
組
合
､
根

室
地
区
水
産
柁
術
普
及
指
導
所
､
根
室
北
部
地
区
水

産
技
術
普
及
指
導
所
､
根
茎
支
庁
の
関
係
者
の
方
々
'

並
び
に
漁
業
調
整
規
則
の
資
料
を
提
供
し
て
頂
い
た

北
海
道
水
産
林
務
部
漁
業
管
理
課

石
塚

治
係
長

に
感
謝
い
た
し
ま
す
｡
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l
九
九

六
)

‥
根
室
支
庁
管
内
に
お
け
る

マ
ナ
マ
コ
の
産
卵

期

日
本
水
産
学
会
北
海
道
支
部
例
会
講
演
要
旨
集

10



軸路水洗だより 第76号 (1997.9)

厚

岸

湖

の
水

質

は
じ
め
に

厚
岸
湖
は
古
く
か
ら
カ
キ
の
地
撒
き
養
殖
場
と
し

て
名
高
い
が
､
近
年
は
ア
サ
リ
を
は
じ
め
と
す
る
各

種
の
増
養
殖
も
盛
ん
に
な
り
'
生
産
性
の
高
い
汽
水

湖
沼
で
す
｡
し
か
し
な
が
ら
湖
北
に
流
入
す
る
別
寒

辺
牛
川
流
域
で
の
開
発
が
進
む
に
つ
れ
て
'
潮
内

へ

の
水
質
環
境
の
影
響
が
懸
念
さ
れ
て
き
て
い
ま
す
｡

こ
の
た
め
湖
内
の
水
質
の
現
況
を
把
握
L
t
今
後
の

増
養
殖
の
さ
ら
な
る
展
開
の
基
礎
資
料
を
得
る
こ
と

を
目
的
に

一
九
九
三
年
九
月
よ
り
水
質
調
査
を
実
施

し
て
い
ま
す
｡
調
査
は
釧
路
東
部
地
区
水
産
技
術
普

及
指
導
所
､
厚
岸
漁
協
'
厚
岸
町
が
担
当
し
､
結
果

の
考
察
を
釧
路
水
試
が
分
担
し
て
い
ま
す
｡
そ
の
結

果
の
う
ち
九
四
年
四
月
か
ら
九
五
年
末
ま
で
に
つ
い

て
以
下
の
通
り
考
察
し
ま
す

(九
四
年
三
月
ま
で
に

つ
い
て
は
別
途
報
告
)

禰
査
方
法

厚
岸
湖
内
に
図
1
に
示
す
調
査
定
点
を
設
け
'
海

洋
観
測
と
水
質
分
析
用
の
採
水
を
実
施
し
ま
し
た
｡

地
点

(
S
t
.
)
I
は
ほ
ぼ
湖
央
に
あ
た
り
'
地
点
2

は
潮
奥
､
地
点
3
は
湖
口
に
位
置
し
て
い
ま
す
｡
調

角

田

富

男

査
層
は
湖
面
下

1
m
層
を
基
準
と
し
ま
し
た
｡
調
査

は
月
に
三
回

(上

旬
'
中
旬
､
下
旬
)
を
原
則
と
し

ま
し
た
が
､
荒
天
等
で
調
査
期
日
の
変
更
や
欠
洲
も

あ
り
'
ま
た
冬
季
間
は
奥
湖
が
結
氷
す
る
た
め
地
点

2
で
は
調
査
不
可
と
な
り
'
欠
測
し
ま
し
た
｡

観
測
お
よ
び
調
査
の
項
目
は
水
深
､
水
温
'
塩
分
､

p
H
t
D
O

(溶
存
酸
素
)t
c
O

D
(化
学
的
酸

素
要
求

量
)
､
s
s

(懸
濁
物
)
､
ク
ロ
ロ
フ
ィ
ル

a､

リ
ン
酸
お
よ
び
無
機
窒
素

(
ア
ン
モ
ニ
ア
態
窒
素

､

亜
硝
酸
態
窒
素
'
硝
酸
態
窒
素
)
で
す
｡
こ
の
う
ち

c
o
D
以
下
の
項
目
に
つ
い
て
は
環
境

コ
ン
サ
ル
タ

ン
-
㈱
に
化
学
分
析
を
依
頼
し
ま
し
た
｡

輯
圭
期
の
気
象
状
況

一
㌧
気
温
と
日
照

調
査
期
間
の
九
四
年
四
月
か
ら
九
五
年

一
二
月
ま

図1 水賞綱査地点

- ll-



釧路水式だより 第76号 (1997.9)
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釧路水式だより 第76号 (1997.9)

で
の
厚
岸
町
太
田
に
お
け
る
釧
路
地
方
気
象
台
観
測

の
句
平
均
気
温
を
図
2
に
示
し
ま
し
た
.
九
四
年
は

六
月
は
上
～
下
旬
と
も
低
温
続
き
で
し
た
か
'
ヒ
月

以
降
は
上
昇
し
'
八
月
上
旬
に
は
二
二
･
七
℃
と
当

地
と
し
て
は
著
し
い
高
温
に
達
し
ま
し
た
C
そ
の
後

も
九
月
中
旬
ま
で
一
七
℃
以
上
の
高
温
で
推
移
L
t

九
月
下
旬
以
降
は
は
ば
平
年
の
気
温
の
下
降
状
況
と

な
り
ま
し
た
C
九
五
年
は
四
月
下
旬
～
五
月
下
旬
は

前
年
よ
り

一
～
三
℃
高
か
っ
た
も
の
の
､
五
月
下
旬

以
降
は
六
月
下
旬
ま
で
低
温
で
推
移
し
､
年
間
で
最

高
温
と
な
る
夏
季
の
句
平
均
気
温
も
平
年
程
度
の
一

八
℃
で
前
年
の
よ
う
な
著
し
い
高
温
に
は
な
り
ま
せ

ん
で
し
た
｡
九
月
中
旬
ま
で
前
年
よ
り
低
温
か
続
き
､

そ
の
後
は
ほ
ぼ
前
年
と
同
温
で
下
降
し
ま
し
た
｡

植
物
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
や
海
藻

(海
草
)
な
ど
の
光

合
成
活
動
に
は
日
射
が
不
可
欠
で
す
が
'
太
田
に
お

け
る
観
測
結
果
を
み
る
と
'
秋
～
冬
～
春
季
は
日
照

時
間
が
長
-
'
日
平
均
で
四
時
間
以
上
の
句
が
多
く

な
っ
て
い
ま
す
｡
こ
れ
に
対
し
年
変
動
は
あ
り
ま
す

が
春
～
夏
季

(九
四
年
は
六
～
九
月
'
九
五
年
は
五

月
中
旬
～
八
月
)
に
は
鹿
茸
等
の
影
響
の
た
め
日
照

時
間
は
減
少
し
t

l
～
三
時
間
と
極
短
い
こ
と
J
少

な
-
あ
り
ま
せ
ん
O
そ
の
な
か
に
あ
っ
て
九
四
年
は

八
月
上
旬
や
九
月
上
旬
の
よ
う
に
日
平
均
日
照
が
六

時
間
を
超
え
る
句
も
み
ら
れ
ま
し
た
｡
ま
た

1
0
月

以
降
も
九
五
年
に
比
較
し
て
変
動
が
小
さ
く
五
時
間

以
上
の
日
昭
州の
日
か
続
き
ま
し
た
｡

二
'
流
域
の
降
水

(河
川
の
増
水
影
響
)

厚
岸
湖
に
は
流
域
面
積
の
広
い
別
寒
辺
牛
川

(尾

幌
川
を
含
む
)
が
北
端
に
流
入
し
て
お
り
､
湖
内
は

北
域
を
中
心
に
そ
の
河
川
水
の
拡
散
影
響
を
多
大
に

受
け
て
い
る
も
の
と
推
察
さ
れ
ま
す
r;
し
か
し
な
が

ら
､
別
寒
辺
牛
川
は
支
流
か
多
-
流
域
面
積
は
広
い

か
艮
大
河
川
で
は
な
-
､
延
長
は
最
大
の
本
流
で
も

五
°
.35
と
短
い
の
で
､
中
～
下
流
は
湿
原
を
流
域
と

し
て
流
れ
は
緩
や
か
で
す
か
'
降
雨
に
よ
る
増
水
影

響
は
降
雨
後
数
日
程
度
で
終
息
す
る
も
の
と
考
え
ら

れ
ま
す
｡

九
四
年
は
四
月
か
ら
五
月
中
旬
ま
で
は
調
査
期

(調
査
当
日
と
そ
の
前
三
日
間
)
の
降
水
量
は
少
な

い
状
況
で
し
た
｡
た
だ
し
四
月
は
三
月
か
ら
の
融
雪

が
続
い
て
い
る
時
季
で
'
降
水
量
は
少
な
い
か
河
川

は
増
水
期
に
当
た
っ
て
い
ま
す
C
五
月
末
と
六
月
上

旬
の
調
査
期
に
は
六
〇
m
前
後
の
豪
雨
か
あ
り
'
河

川
も
著
し
く
増
水
し
た
も
の
と
推
察
で
き
ま
す
∩)
そ

の
後
は
九
月
上
旬
の
調
査
当
日
に
三
〇
m
弱
の
大
雨

が
降
り
ま
し
た
が
'
そ
れ
を
除
い
て
は
降
雨
か
あ
っ

て
も

一
〇
m
未
満
程
度
で
'
秋
季
を
中
心
に
調
査
期

に
降
雨
の
な
か
っ
た
こ
と
か
多
く
､
河
川
の
増
水
は

少
な
く
渇
水
期
に
あ
っ
た
l
の
と
み
ら
れ
ま
す
｡

九
五
年
は
四
～
五
月
と
も
調
査
期
に
は
降
水
量
が

多
く
､
融
雪
水
と
も
相
ま
っ
て
河
川
の
増
水
は
著
し

か
っ
た
も
の
と
推
察
さ
れ
ま
す
O
ま
た
七
月
以
降
の

夏
～
秋
季
も
調
査
期
に
は
二
〇
～
四
〇
tnln
も
の
降
雨

が
し
ば
し
ば
認
め
ら
れ
'
河
川
も
増
水
が
多
か
っ
た

も
の
と
み
ら
れ
ま
す
｡
た
だ
し
初
冬
季
の
一
一
月
以

降
の
降
水
量
は
極
少
な
い
状
況
で
し
た
｡

二
㌧
風
波
の
影
響

厚
岸
湖
は
極
浅
い
湖
沼
の
た
め
､
波
浪
に
困
っ
て

湖
底
か
ら
浮
泥
や
有
機
成
分
が
混
入
す
る
な
ど
の
影

響
が
考
え
ら
れ
ま
す
｡
た
だ
し
厚
岸
湾
や
外
海
と
は

逢
っ
て
欄
内
で
は
沖
合
か
ら
の
う
ね
り
な
ど
に
よ
る

影
響
か
な
く
'
淫
泥
な
ど
が
起
こ
る
の
は
主
に
風
波

に
困
る
と
み
ら
れ
ま
す
｡

九
四
年
の
四
～
五
月
は
調
査
日
に
は
二
～
四

m

(毎
秒
当
た
り
｡
以
下
同
)
の
風
が
あ
り
ま
し
た
か
､

前
日
ま
で
に
五

m
を
超
え
る
風
も
し
ば
し
ば
認
め
ら

れ
'
時
に
よ
っ
て
は
調
査
当
日
ま
で
湖
内
に
そ
の
風

波
の
影
響
が
残
っ
た
こ
と
も
推
察
さ
れ
ま
す
｡
六
月

以
降

一
〇
月
ま
で
の
調
査
期
は
比
較
的
平
穏
で
二
～

三
m
台
の
日
か
多
い
状
況
で
し
た
｡

l
一
月
以
降
は

再
び
風
の
強
い
日
が
多
-
な
り
'
風
波
の
水
質
へ
の

影
響
が
推
察
さ
れ
ま
し
た
｡
た
だ
し

一
～
三
月
は
湖

内
の
大
部
分
か
氷
結
す
る
た
め
'
風
か
強
-
な
っ
て

も
風
波
の
海
水
へ
の
影
響
は
極
小
さ
-
な
り
ま
す
｡

九
五
年
も
前
年
と
同
様
に
五
月
ま
で
は
調
査
期
に

風
の
強
い
日
が
多
く
､
四
月
二
〇
日
は
調
査
当
日
で

も
六

･
五
m
あ
り
ま
し
た
｡
六
月
以
降
八
月
末
ま
で

は
ニ
ー
三

m
前
後
の
静
穏
な
日
が
続
い
た
が
､
九
月

以
降
は
再
び
調
査
前
目
ま
で
に
風
の
強
い
日
が
多
-

認
め
ら
れ
ま
し
た
｡

鞠
査
結
果
と
考
察

湖
内
に
設
け
た
調
査
の
三
定
点
は
図
1
に
示
す
と

13



釧路水鼓だより 第76号 (1997.9)

お
り
で
す
｡
調
査
水
面
下

一
m
層
を
基
準
に
行
い
ま

し
た
が
'
水
深
の
浅
い
地
点
-
(水
深
二
m
台
)
及

び
地
点
2

(水
深

一
m
台
)
で
は
中
～
低
層
に
位
置

し
'
水
深
の
深
い
湖
内
の
地
点
3

(
一〇
m
前
後
)

で
は
表
層
に
当
た
り
ま
す
｡

二

水

温

厚
岸
湖
内
の
日
水
温
の
観
測
資
料
が
な
い
の
で
'

厚
岸
湾
岸
の
北
大
臨
海
実
験
所
の
観
測
デ
ー
タ
か
ら

句
平
均
水
温
を
図
2
に
示
し
ま
し
た
｡
沿
岸
水
温
の

上
昇
下
降
の
変
動
は
気
温
の
影
響
を
強
-
受
け
て
お

り
'
高
気
温
と
な
っ
た
九
四
年
八
月
上
旬
に
は
水
温

も
二
〇
℃
を
超
え
ま
し
た
｡
そ
れ
に
対
し
九
五
年
は

最
高
温
期
で
も

一
八
℃
台
に
留
ま
り
ま
し
た
｡
ま
た

九
四
年
は
春
季
の
四
～
五
月
は
気
温
が
低
か
っ
た
こ

と
に
因
り
水
温
も
や
や
低
く
推
移
し
た
が
､
水
深
が

浅
く
気
温
の
影
響
を
よ
り
強
-
受
け
る
湖
内
で
は
厚

岸
湾
岸
の
水
温
に
比
較
し
て
さ
ら
に
低
温
で
あ
っ
た

も
の
と
推
察
さ
れ
ま
す
｡
な
お
秋
季
以
後
は
気
温
の

下
降
に
比
べ
て
水
温
の
下
降
の
変
動
は
小
さ
-
'
ゆ

る
や
か
な
下
降
を
示
し
ま
し
た
｡

湖
内
の
調
査
層
は
極
浅
く
'
水
温
は
気
温
の
影
響

を
強
く
受
け
る
も
の
と
推
察
さ
れ
ま
す
｡
図
3
に
み

る
と
お
り
九
四
㌧
九
五
年
と
も
水
温
の
上
昇
期
に
当

た
る
四
～
八
月
は
'
海
水
の
流
動
が
比
較
的
小
さ
-

滞
留
し
や
す
い
湖
奥
の
地
点
2
に
お
い
て
最
も
高
水

温
と
な
り
'
湖
央
の
地
点
I
t
湖
口
の
地
点
3
の
順

に
低
い
傾
向
に
な
り
ま
す
｡
ま
た
湖
口
に
比
べ
て
湖

輿
で
は

一
～
三
℃
ほ
ど
高
い
傾
向
に
あ
り
ま
す
O
た

1994年

図3 水温の時季変移 (1)
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釧路水武だより 第76号 (1997.9)

た
し
こ
の
期
間
は
調
査
時
ご
と
の
変
動
も
大
き
-
'

経
句
ご
と
に
漸
高
す
る
傾
向
で
は
な
-
'
前
句
に
比

較
し
て
二
～
三
℃
は
ど
降
下
す
る
こ
と
か
し
ば
し
は

認
め
ら
れ
ま
す
D
調
査
の
時
刻
が
毎
回
ほ
ぼ
〇
九
～

一
〇
時
の
午
前
中
の
た
め
､
観
測
さ
れ
た
水
温
は
当

日
の
気
温
よ
り
は
む
し
ろ
前
日
の
気
温
の
影
響
を
よ

り
強
く
受
け
て
い
た
も
の
と
推
察
さ
れ
る
の
で
､
厚

岸
町
太
田
に
お
け
る
前
日
の
最
高
気
温
を
図
3
に
あ

わ
せ
て
示
し
ま
し
た
"
こ
れ
を
み
る
と
九
四
年
'
九

五
年
と
も
四
～
八
月
の
水
温
上
昇
期
は
気
温
の
上
昇

下
降
の
推
移
と
翌
日
の
水
温
の
変
動
傾
向
が
は
ば

1=

致
し
ま
し
た
｡
こ
の
こ
と
か
ら
こ
の
時
季
の
水
温
は

気
温
の
影
響
を
強
-
受
け
て
い
る
こ
と
か
確
か
め
ら

れ
ま
し
た
C
な
お
九
四
年
八
月
九
日
に
は
二
九

･
三

℃
も
の
極
め
て
高
い
水
温
が
観
測
さ
れ
ま
し
た
が
､

こ
れ
も
前
日
の
最
高
気
温
三
三

･
六
℃
と
い
う
当
地

方
で
の
異
常
高
温
の
影
響
を
多
大
に
受
け
た
も
の
と

考
え
ら
れ
ま
す
｡

上
昇
期
と
は
異
な
り
､
九
月
以
降
の
気
温
下
降
期

に
は
水
温
も
調
査
地
点
ご
と
の
差
異
は
小
さ
-
な
り
､

ま
た
気
温
の
下
降
影
響
を
受
け
て
潮
境
は
ど
湖
口
に

比
較
し
て
低
温
の
傾
向
を
示
す
よ
う
に
な
り
ま
す
｡

た
だ
し
上
昇
期
の
よ
う
に
気
温
の
上
昇
下
降
の
変
動

の
影
響
を
受
け
る
こ
と
は
強
く
な
-
'
は
ば

〓
正
し

た
漸
低
傾
向
を
示
し
ま
す
｡
ま
た
十
二
月
に
入
る
と

湖
奥
の
湖
岸
か
ら
氷
結
が
始
ま
る
が
'
こ
の
時
季
は

湖
奥
の
地
点
2
か
ら
急
低
下
し
て
氷
点
下
の
水
温
と

な
り
ま
す
｡

1995年

図3 水温の時季変移 く2)
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釧路水続だより 第76号 (1997.9)

1994年

図4 塩分の時季変移 (1)

判

8

8

▲
1

2
-

2

2
塩

22

分 20

18

16

14

12

10

二
､
塩
分

外
海
の
道
東
太
平
洋
沿
岸
の
塩
分
濃
度
は
他
の
海

域
に
比
較
し
て
や
や
低
-
'
表
層
水
で
三
〇
～
三
二

‰
台
で
あ
る
こ
と
が
通
常
で
す
｡
そ
れ
が

河
川
や
湖

沼
な
ど
の
陸
水
の
流
入
影
響
を
受
け
る
と
塩
分
は
さ

ら
に
低
下
し
ま
す
｡
当
欄
の
塩
分
濃
度
は
全
般
的
に

は
二
〇
～
二
六
‰
で
推
移
す
る
こ
と
が
多
-
'
そ
の

な
か

で
は
融
雪
期
に
低
-
､
秋
～
冬
季
の
河
川
の
渇

水
期
に
向
け
て
漸
高
す
る
傾
向
を
示
し
ま
す
(図
4
)0

ま
た
地
点
別
を
み
る
と
､
河
川
水
の
影
響
が
比
較
的

小
さ
く
な
る
夏
季
以
降
は
湖
輿
は
ど
低
塩
分
の
傾
向

に
あ
り
ま
す
｡
し
か
し
融
雪
期
や
降
雨
増
水
時
に
は
'

輿
湖
よ
り
む
し
ろ
湖
口
の
地
点
3
の
万
が
著
し
-
低

塩
分
を
示
す
こ
と
が
多
-
'
湖
口
で
の
塩
分
濃
度
の

変
動
が
極
め
て
大
き
-
な
り
ま
す
｡
こ
れ
は
湖
口
の

方
が
よ
り
外
海

(厚
岸
湾
)
に
近
い
た
め
'
河
川
水

の
流
入
が
少
な
い
時
季
は
湖
口
の
方
が
外
海
水
の
影

響
で
高
塩
分
と
な
る
が
'
河
川
の
増
水
時
に
は
湖
北

部
に
流
入
し
た
河
川
水
が
欄
内
全
域
に
扇
形
に
拡
散

す
る
と
い
う
よ
り
は
､
む
し
ろ
潮
汐
流
に
伴

っ
て
湖

口
に
向
け
て
帯
状
に
流
出
す
る
傾
向
が
強
い
た
め
'

潮
口
付
近
の
方
が
湖
奥
よ
り
低
塩
分
と
な
る
も
の
と

推
察
さ
れ
ま
す
｡
融
雪
の
う
え
に
六
〇

m
も
の
降
雨

が
重
な

っ
た
九
五
年
四
月
二
〇
日
に
は
､
湖
口
で

一

一
‰
も
の
極
端
な
低
塩
分
も
観
測
さ
れ
ま
し
た
｡
ま

た
九
五
年
は
上
述
の
と
お
り
夏
～
秋
季
に
も
断
続
的

に
降
雨
が
あ

っ
た
影
響
で
'
湖

内
の
塩
分
も
各
地
点

で
前
年
同
期
に
比
較
し
て
二
～
四
‰
ほ
ど
低
塩
分
で
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軸路水武だより 第76号 (1997.9)

1995年

X)

軒

26

塩 2.

22

分 20

18

16

14

12

10

図4 塩分の時季変移 (2)

推
移
し
ま
し
た
｡
し
か
し

〓

1月
に
は
前
年
と
ほ
ぼ

同
濃
度
に
ま
で
上
昇
し
ま
し
た
｡

三
㌧

p
H

道
東
太
平
洋
沿
岸
水
の

p
H
値
は
八

･
一
～
八

･

三
程
度
が
多
-
､
周
年
の
変
動
も
小
さ
い
が

､
そ
れ

と
比
較
し
て
河
川
水
の
影
響
を
受
け
や
す
い
海
跡
湖

沼
な
ど
で
は
や
や
低
-
な
る
傾
向
に
あ
り
ま
す
｡
ま

た

一
般
に
ア
マ
モ
等
の
繁
茂
や
植
物
プ
ラ
ン
ク
ト
ン

の
多
い
湖
内
で
は
､
夏
季
を
中
心
に
晴
天
時
に
は
光

合
成
活
動
が
旺
盛
と
な
り
'
水
中
の
炭
酸
イ
オ
ン
が

消
費
さ
れ
て
減
少
す
る
た
め

p
H
値
は
上
昇
す
る
こ

と
が
多
く
な
り
ま
す
｡

当
湖
の
p
H
は
'
九
四
年
は
比
較
的
変
動
が
小
さ

く
､
七

･
七
～
八

･
四
で
推
移
し
ま
し
た
｡
そ
の
な

か
で
水
温
の
上
昇
に
つ
れ
て
植
物
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
や

海
藻

(海
草
)
の
増
殖
が
旺
盛
に
な
る
五
～
七
月
に

は
､
湖
奥
や
湖
央
で
八
を
超
え
る
こ
と
が
多
-

p
H

は
若
干
高
く
な
り
ま
す
｡
し
か
し
八
月
以
降
は
八
未

満
と
や
や
低
く
推
移
し
ま
し
た
｡
ま
た

二

一月
に
入

る
と
八

･
三
台
ま
で
急
上
昇
し
た
が
'
そ
の
要
因
は

不
明
で
す

(九
三
年
九
月
～
九
四
年
三
月
に
か
け
て

の
調
査
で
は
こ
の
よ
う
な

上
昇
傾
向
は
認
め
ら
れ
ま

せ
ん
で
し
た
)
｡
し
か
し
こ
の
高

p
H
傾
向
は
融
雪

期
に
入
る
と

一
転
し
て
急
下
降
し
'
九
五
年
三
～
四

月
に
は
湖
口
や
湖
央
で
は
五
～
四
台
も
観
測
さ
れ
ま

し
た
｡
こ
れ
は
海
水
の
流
入
す
る
汽
水
湖
沼
と
し
て

は
極
め
て
低
く
､
弱
酸
性
の
p
H
値
を
示
し
ま
し
た

(九
四
年
三
～
四
月
に
は
こ
の
よ
う
な
著
し
い
低
下

17



釧路水洗だより 第76号 (1997.9)

傾
向
は
み
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
)
っ
三
月
の
こ
の
低

p
H
値
は
融
雪
に
と
も
な
う
河
川
の
増
水
の
影
響
と

考
え
ら
れ
'
ま
た
四
月
中
～
下
旬
の
低
下
は
上
述
の

よ
う
に
降
雨
増
水
に
因
る
も
の
と
み
ら
れ
ま
す
｡
前

日
ま
で
の
四
日
間
に
六
〇

m
余
の
降
水
が
あ

っ
た
五

月
十
八
日
に
も
七

･
一
～
七

二

一台
と
低
-
な
り
ま

し
た
っ
別
寒
辺
牛
川
の
中
-
下
流
は
広
大
な
湿
原
を

流
域
と
し
て
お
り
､
そ
の
泥
炭
層
か
ら
酸
性
の
強
い

や
ち
水
が
流
入
す
る
が
､
そ
の
影
響
か
よ
り
強
く
現

れ
た
も
の
と
考
え
ま
す
｡
六
月
以
降
は
九
四
年
と
ほ

ぼ
同
様
な
変
動
傾
向
を
示
し
ま
し
た
｡

四
㌧
D
O

(溶
存
酸
素
)

D
O
の
飽
和
量

(水
中
に

7
C
O
｡｡
溶
け
る
量
)

は
水
温
が
上
昇
す
る
と
減
少
し
､
ま
た
塩
分
濃
度
が

高
-
な
る
に
つ
れ
て
減
少
し
ま
す
O
そ
の
た
め

一
般

に
水
中
の
D
O
量
そ
の
も
の
は
高
水
温
の
夏
季
に
は

低
く
'
水
温
の
.低
下
す
る
冬
季
に
は
上
昇
す
る
傾
向

が
あ
り
ま
す
｡
ま
た
高
塩
分
の
沖
合
水
よ
り
低
塩
分

の
沿
岸
水
の
方
で
若
干
D
O
か
高
く
な
り
ま
す
｡
た

だ
し
植
物
プ
ラ
ン
ク
ト

ン
や
海
藻

(海
草
)
な
ど
の

光
合
成
活
動
が
旺
盛
な
春
～
夏
季
の
晴
天
時
な
ど
に

は
'
多
量
の
酸
素
が
水
中

に
放
出
さ
れ
る
た
め
'
飽

和
量
を
超
え
て
過
飽
和

(
1
0
0
恥｡
超
)
に
な
る
こ

と
か
し
ば
し
は
認
め
ら
れ
ま
す
｡

当
湖
の
D
O
も
調
査
時
ご
と
の
変
動
は
あ
る
も
の

の
'
全
般
的
に
は
水
温
の
低
い
冬
季
に
は

T
O

(
帽

/
ど
)
以
上
の
高
溶
存
で
あ
る
こ
と
が
多
-
'
水
温

の
上
昇
に
つ
れ
て
下
降
し
'
最
高
温
期
の
八
月
に
は

五
～
六
(

〟

)

台
ま
で
低
F
L
ま
す
っ
そ
の
後
秋
季

の
水
温
低

下

と

と
も
に
再
上
昇
に
転
じ
､

1
1
月
中

旬
以
降
に

1
0

(
〟
)
を
超
え
る
と
い
う
周
年
の
変

動
パ
タ
ー
ン
を
示
し
ま
す
｡
夏
季
の
高
水
温
期
は
八

月
を
中
心
に
二
ケ
月
ほ
ど
七

･
五

(
〟
)
を
下
回
る

低
酸
素
状
態
が
続
-
が
'
こ
の
七
･

五
(

〟
)

は
水

質
環
境
基
準
の
A
類
型
の
下
限
基
準
値
で

す

｡

A
類

型
に
入
る
の
は
湖
沼
で
は
水
産
二
級

(
サ
ケ
科
魚
類
'

ア
ユ
等
が
生
息
す
る
水
域
)
､
海
域
で
は
水
産

丁
級

(
マ
ダ
イ
'
ブ
リ
､
ワ
カ
メ
等
)
で
す
が
'
そ
の
D

o
基
準
値
は
七

･
五

(
〟
)
以
上
と
定
め
ら
れ
て
お

り
'
当
湖
で
は
夏
季
の

二

月

間
こ
の
基
準
値
に
逮
し

な
い
低
酸
素
期
が
続
い
て
い
る
こ
と
に
な
り
ま
す
｡

た
だ
し
水
質
基
準
の
B
類
型

(湖
沼
で
は
コ
イ
'
フ

ナ
等
が
対
象
の
水
産

三
級
｡
海
域
で
は
ボ
ラ
'
ノ
リ

等
か
対
象
の
水
産
二
級
っ
厚
岸
湖
は
こ
の
海
域
B
類

型
に
指
定
)
に
お
け
る
D
O
の
基
準
値
は
五

(
〟
)

以
上
で
す
｡
厚
岸
湖
の
全
調
査
を
通
し
て
こ
の
五

(
〟
)

を
下
回
る
D
O
値
は
観
測
さ
れ
て
お
ら
ず
､

当

欄

と

し
て
D
O
の
最
低
基
準
は
保
持
さ
れ
て
い
る

状
況
に
あ
り
ま
す
O
周
年
を
通
し
て
の
溶
存
状
況
で

は
地
点
ご
と
の
差
異
は
小
さ
い
が
､
調
査
時
ご
と
の

変
動
で
は
塩
分
濃
度
の
変
動
の
大
き
い
湖
口
に
お
い

て
D
O
の
変
動
も
や
や
大
き
く
な
る
傾
向
に
あ
り
ま

す
水
温
と
塩
分
と
の
関
係
か
ら
算
出
さ
れ
る
D
O
飽

和
度
を
み
る
と

(
図
5
)
t
D
O
の
低
下
す
る
七
～

九
月
に
は
飽
和
度
も
時
に
著
し
く
低
下
す
る
こ
と
が

認
め
ら
れ
ま
す
O
こ
と
に
湾
輿
で
は
七

〇
～
七
五
oc

程
度
の
低
飽
和
状
況
か
し
ば
し
ば
み
ら
れ
､
湖
央
の

地
点
I
で
も
こ
の
期
に
は
八
〇
%
前
後
に
低
下
し
ま

す
｡
ま
た
植
物
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
の
増
殖
が
旺
盛
と
な

る
春
の
ブ
ル
I
,,,
ン
グ
期
に
当
た
る
五
～
六
月
は
九

五
年
は

一
〇
〇
%
を
超
え
る
過
飽
和
状

態
が
し
ば
し

ば
認
め
ら
れ
た
が
､
九
四
年
の
こ
の
期
は
む
し
ろ
八

〇
%
台
に
低
下
す
る
現
象
も
み
ら
れ
'
こ
の
年
の
光

合
成
の
生
産
活
動
が
旺
盛
で
な
か

っ
た
こ
と
が
推
察

さ
れ
ま
す
｡

五
t
c
o

D

(化
学
的
酸
素
要
求
量
)

別
寒
辺
牛
川
は
湿
原
を
流
域
と
す
る
た
め
腐
植
性

の
強
い
や
ち
水
の
流
入
影
響
で
'
湖
内
も
有
機
性
が

高
く
C
O
D
も
高
い
こ
と
が
通
常
で
す
｡
厚
岸
湖
の

環
境
基
準

(海
域
B
類
型
)
の
c
O
D
値
は
三

(
mg

/
-
)
以
下
で
す
が
､
調
査
結
果

(図
6
)
で
は
こ

の
基
準
値
内
に
あ
る
の
は
ほ
ぼ

一
二
月
～
三
月
初
句

の
冬
季
間
で
'
春
～
秋
季
は
そ
れ
を
超

え
て
い
る
傾

向
に
あ
り
ま
す
｡
特
に
三
～
五
月
の
融
雪
や
降
雨
等

に
よ
る
河
川
増
水
の
時
季

は
各
地
点
と
も
五

(
〟
)

を
超
え
る
こ
と
か
し
ば
し
ば
認
め
ら
れ
､
高
有

機

性

の
水
質
状
況
に
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
ま
す
｡
そ
の

な
か
で
も
湖
奥
の
地
点
2
で
は
時
に
八
～
九
(

〟
)

と
極
め
て
高
く
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す

｡
こ
の

地

点

は
融
雪
期
の
み
な
ら
ず
夏

～
秋
季
に
お
い
て
も
五

(
〟
)

前
後
か
そ
れ
を
超
え
る
こ
と
が
多
く
､
調
査

の

三

地

点
の
な
か
で
は
最
も
有
機
性
の
高
い
水
域
と

な

っ
て
い
ま
す
｡
な
お
九
五
年
春
の
融
雪
期
を
除
い
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図5 DO飽和度の時季変移 (1)

D
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図5 DO飽和度の時季変移 (2)
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図6 CODの時季変移 (1)

図6 CODの時季変移 (2)
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軸路水武だより 第76号 (1997.9)

て
は
､
時
期
別
お
よ
び
地
点
別
と
も
塩
分
濃
度
の
高

低
変
動
と
C
O
D
値
の
変
動
は
負
相
関

(逆
相
関
)

に
あ
り
'
河
川
の
高
有
機
性
水
が
欄
内
の
c
O
D
値

に
及
ぼ
す
影
響
が
多
大
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
｡

河
川
が
渇
水
し
て
そ
の
影
響
が
弱
ま
る
冬
季
間
の
C

O
D
は
二

(
〟
)
前
後
が
多
く
'
環
境
基
準
の
A
類

型

(c
o
D
は
二

mg
/
ゼ
以
下
)
に
近
く
'
有
機
性

の
低
い
清
澄
な
水
質
を
示
し
て
い
ま
す
｡
ま
た
河
川

水
の
影
響
が
小
さ
-
と
も
九
五
年

1
一
月
二

一
日
に

み
ら
れ
る
よ
う
に
'
強
い
風
波
の
後
に
も
湖
底
か
ら

の
浮
泥
の
混
濁
な
ど
が
加
わ

っ
て
C
O
D
が
若
干
高

-
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
｡

六
㌧
s
s

(懸
濁
物
)

厚
岸
湖
は
環
境
基
準
と
し
て
は

｢海
域
｣
に
指
定

さ
れ
て
い
る
た
め
s
s
の
基
準
値
は
あ
り
ま
せ
ん
｡

環
境
基
準
の
湖
招

の
A
類
型
指
定
で
は
五
(
咽
/
ゼ
)

以
下
､
B
類
型
で
は

7
五

(
〟
)
以
下
と
指
定
さ
れ

て
い
ま
す
｡
し
か
し
な
が
ら
､
海
域
は
内
陸
の
静
穏

な
湖
沼
と
は
異
な

っ
て
絶
え
ず
流
動
し
て
お
り
'
海

藻
層
を
は
じ
め
種
々
の
ご
み
が
混
入
し
て
い
る
た
め

同

1
の
比
較
は
て
き
ま
せ
ん
｡
水
産
用
水
と
し
て
は

サ
ケ
稚
魚
で
は
s
s
が
七
五

(
〟
)
を
超
え
る
と
群

行
動
等
に
影
響

が
出
始
め
､
カ
キ
で
は

一
〇
〇
(
〟
)

に
達
す
る
と
呼
吸
量
が
四
〇
%
低
下
す
る

こ
と
な
ど

が
知
ら
れ
て
い
ま
す
｡
な
お
環
境
基
準
で
は
人
為
的

に
加
え
ら
れ
た
s
s
量
は

一
〇

(
〟
)
以
下
と
さ
れ

て
お
り
'
こ
れ

ら
の
こ
と
か
ら
当
湖
と
し
て
は
湖
沼

の
B
類
型
指
定
の

一
五

(
〟
)

以
下
で
あ
れ
ば
最
も

望
ま
し
い
も
の
と
判
断
さ
れ
ま
す
｡

調
査
時
の
s
s
は

一
五

(
〟
)
未
満
が
過
半
で
し

た
が
､
二
〇
～
三
〇

(
〟
)
台

も

し
ば
し
ば
認
め
ら

れ
ま
し
た

(図
7
)
｡
特
に
地
点
2
で
は
他
地
点
よ

り
高
い
傾
向
に
あ
り
､
時
に
は

一
〇
〇

(
〟
)
を
超

え
る
著
し
い
泥
濁
状
況
に
な
る
こ
と
も
み
ら
れ
ま
す

(九
五
年
四
月
二
八
日
お
よ
び
五
月

1
八
日
)
｡
こ

の
よ
う
な
状
況
下
で
は
水
産
生
物

へ
の
影
響
も
懸
念

さ
れ
ま
す
｡
湾
奥
の
こ
の
地
点
は
水
深
が
極
浅
い
た

め
'
河
川
か
ら
の
泥
濁
水
の
流
入
の
み
な
ら
ず
､
荒

天
時
に
風
波
に
よ
る
湖
底
か
ら
の
浮
泥
の
影
響
も
受

け
や
す
い
も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
｡
前
日
に
風
の
強

か

っ
た
三
月
二
二
日
や
四
月
二
〇
日
に
も
湖
奥
や
湖

央
で
は
五
〇

(
〟
)
以
上
が
観
測
さ
れ
ま
し
た
｡
水

深
が

l
O

m
前
後
と
深
く
､
湖
底
か
ら
の
影
響
を
受

け
に
く
い
湖
口
に
お
け
る
周
年
の
s
s
の
変
動
を
み

る
と
'
四
～
五
月
の
融
雪
増
水
期

に
二
〇

(
〟
)
杏

超
え
て
や

や
高
く
､
他
の
時
期
は
降
雨
に
よ
る
増
水

時
を
除
け
ば

一
〇

(
〟
)
未
満
の
清
澄
で
あ
る
こ
と

が
多
い
傾
向
で
す
｡

七
､
ク
ロ
ロ
フ
ィ
ル

植
物
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
の
光
合
成
に
よ
る

一
次
生
産

量
の
多
寡
の
指
標
は
ク
ロ
ロ
フ
ィ
ル

a
量
で
代
表
さ

れ
ま
す
｡
海
水
の
流
速
の
強
弱
等
に
も
よ
る
が
'
ア

サ
リ
等
の
飼
料
な
ど
に
は
ク

ロ
ロ
フ
ィ
ル

a
が
三

(
岬
/
ゼ
)
以
上
あ
る
こ
と
が
望
ま
し
い
と

さ
れ
て

い
ま
す
｡
当
湖
内
の
周
年
の
ク
ロ
ロ
フ
ィ
ル

a
の
濃

度
は
三
(

〟
)
以
上
の
こ
と
も
多
-
み
ら
れ

ま
す
が
､

時
季
別
地
点
別
の
変
動
が
大
き
い
傾
向
に
あ
り
ま
す

(図
8
)
｡
例
年
春
季
に
は
生
産
さ
れ
た
植
物
プ
ラ

ン
ク
ー
ン
が
大
発
生
し
て
ブ
ル
ー
-
ン
グ
現
象
が
起

こ
り
'
当
然
ク
ロ
ロ
フ
ィ
ル

a
も
急
増
し
ま
す
が
､

九
四
年
の
四
～
五
月
は

一
(
〟
)
台
か
そ
れ
未
満
と

極
め
て
低
く

､
ブ
ル
ー
-
ン

グ
現
象
を
起
こ
す
植
物

プ
ラ
ン
ク
ト
ン
の
著
し
い
増
殖
は
な
か

っ
た
も
の
と

判
断
さ
れ
ま
す
｡
こ
の
時
は
上
述
の
と
お
り
D
O
飽

和
度
も
低
く
､
生
産
活
動
は
旺
盛
で
は
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
｡
こ
の
よ
う
な
低
ク
ロ
ロ
フ
ィ
ル
期
に
は
貝

類
等
に
も
低
餌
料
で
あ

っ
た
こ
と
が
推
察
さ
れ
ま
す
｡

し
か
し
九
四
年
は
そ
の
後
夏
季
に
向
け
て
ク

ロ
ロ

フ
ィ
ル

a
は
増
加
し
'
三

～
五
(

〟
)
を
超
え
る
こ

と
も
多

く
な
り
'
湖
央
の
地
点
I

で

は

七
月
二
八
日

や
八
月
十
九
日
に
は

1
五

(
〟
)
を
超
え
る
極
め
て

高
濃
度
も
み
ら
れ
ま
し
た

(
た
だ
し
地
点
I
の
こ
の

時
の
D
O
飽
和
度
は
八
五
～
九
〇
%
と
高
-
は
な
-
､

そ
の
原
因
に
つ
い
て
は
明
確
で
は
あ
り
ま
せ
ん
｡
生

産
さ
れ
た
植
物
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
が
高
水
温
で
分
解
が

早
ま
り
'
水
中
の
酸
素
が
消
費
さ
れ
た
こ
と
も
推
察

さ
れ
ま
す
)
｡
な
お
植
物
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
が
大
増
殖

し
て
赤
潮
発
生
に
至
る
状
況
で
の
ク
ロ
ロ
フ
ィ
ル

a

量
の
下
限
が

一
五

(
〟
)
と
さ
れ
て
お
り
'
こ
の
時

は
赤
潮
発
生
に
近
い

状

況

に
あ

っ
た
こ
と
も
推
察
さ

れ
ま
す
｡
そ
の
後
秋
～
冬
季
に
つ
れ
て
漸
低
の
傾
向

を
示
し
ま
し
た
が
､

湖
口
な
ど
で
は

一
〇
月
末
か
ら

初
冬
季
に
再
び
増
加
し
て
三
(

〟
)
を
超
え
る
こ
と

も
あ
り
ま
す
｡
こ
れ
は
低
水
温

期

だ

が
晴
天
続
き
に
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釧路水洗だより 第76号 (1997.9)

図8 クロロフィルaの時季変移 (1)
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図8 クロロフィルaの時季変移 (2)
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釧路水洗だより 第76号 (1997.9)

よ
る
生
産
と
'
さ
ら
に
外
海

(厚
岸
湾
｡
秋

～
冬
季

は
湖
内
よ
り
外
海
の
方
が
高
水
温
)
で
生
産

さ
れ
た

ク
ロ
ロ
フ
ィ
ル
の
湖
ロ
へ
の
移
入
も
推
察
さ
れ
ま
す
｡

九
五
年
の
四
月
下
旬
～
五
月
は
湖
輿
を
中
心
に
ク

ロ
ロ
フ
ィ
ル

a
量
は
五

(〟
)
以
上
が
多
-
'
生
産

活
動
が
旺
盛

で
し
た
｡
特

に

湖

輿
で
は
最
大
で

一
九

(
〟
)
の
高
濃
度
に
達
し
ま
し
た
｡
ま
た
そ
れ
以
前

の

融

氷
期
に
当
た
る
三
月
も
潮
ロ
ー
湖
央

(湖
奥
は

氷
結
で
観
測
不
可
)
で
は
三
～
五

(〟
)
と
比
較
的

高
濃
度
を
示
し
ま
し
た
｡
こ

の
期
の

D

O

の
過
飽
和

状
況
か
ら
み
て
'
水
温
の
上
昇
開
始

と
と
も
に
光
合

成
活
動
も
始
ま
る
も
の
と
推
察
さ
れ
ま
す

(た
だ
し

四
月
上
旬
は
荒
天
続
き
で

一
時
的
に
減
少
)
｡
ま
た

夏
季
は
晴
天
で
あ

っ
た
七
月

一
九
日
を
除
い
て
は
降

雨
が
多
か

っ
た
こ
と
も
あ
り
'
三

(
〟
)
以
下
が
多

-
､
前
年
夏
季
と
は
対
照
的
に
生
産

活

動

は
旺
盛
で

は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た

(
D
O
飽
和
度
も
低
い
)
0

九
月
以
降
の
秋
～
冬
季

も
湖
輿
を
除
け
ば
比
較
的

低

濃
度
で
推
移
し

ま
し
た
｡

八
､
栄
養
塩
類

リ
ン
酸
(
リ
ン
酸
態
リ
ン
.
P
0
-
-
P
)
は
全
般

的
に
は
周
年
を
通
し
て
定
量
分
析
下
限
値
で
あ
る
〇

･
〇
〇
五

(
喝
/
♂
,)
未
満
が
多
く
'
極
低
濃
度

で

あ
る
こ
と
が
多

い
傾
向
で
し
た
｡
外
海
の
道
東
太
洋

岸
で
の
リ
ン
酸
濃
度
の
季
節
変
動
は
融
雪
期
の
春
先

に
〇

･
〇
二
～
〇

･
〇
四

(
"
)
と
高
-
'
生
産
活

動
が
旺
盛
に
な
る
夏
季
に
つ
れ
て
消
費
さ
れ
'
〇

･

〇
〇
五
～
〇

･
〇

一

(
〟
)
程
度
ま
で
減
少
し
'
秋

李
か
ら
冬
季
に
か
け
て
再
び
漸
増
す
る
消
長
パ
タ
ー

ン
を
示
し
ま
す
｡
そ
れ
と
比
較
し
て
当
湖
は
湖
ロ
ー

湖
輿
と
も
周
年
を
通
し
て
低
濃
度
の
溶
存
状
況
に
あ

り
ま
す
｡
た
だ
し
湖
輿
を
中
心
に
､
五
～
六
月
や
夏

～
秋
季
に
は

一
時
的
に
〇

･
〇

一
～
〇

･〇
四
(
〟
)

と
比
較
的
高
溶
存
と
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
｡
こ

れ

は
c
O
D
や
風
と
の
関
連
か
ら
み
て
､
河
川
の
影
響

と

い
う
よ
り
は
シ
ケ
等
に
よ
る
湖
底
か
ら
の
浮
泥
な

ど
に
伴
う
溶
出
に
困
る
も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
｡

ア
ン
モ
ニ
ア
態
窒
素
(
N
H
.I-
N
)
も
分
析
下
限

値
の
〇
･
〇
五

(
喝
/

ゼ
)
未
満
が
過
半
が
､
全
般

的
に
低
濃
度
で
し
た
｡
そ

の
な
か
で
年
変
動
は
あ
る

も
の
の
春
季
と
秋
季
以
降

に
〇
･
〇
七
～
〇

･
一

(
〟
)
程
度
に
増
加
す
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
ま
す
｡

春

季

の

増
加
は
融
雪
に
困
る
も
の
で
す
が
'
ク
ロ
ロ

フ
ィ
ル
と
の
関
連
を
見
る
と
'
九
四
年
は
春
季
の
光

合
成
の
生
産
活
動
が
旺
盛
で
な
か

っ
た

(
ブ
ル
ー
-

ン
グ
か
起
こ
ら
な
か

っ
た
)
た
め
ア
ン
モ
ニ
ア
態
窒

素
の
消
費
も
少
な
く
､
残
存
量
が
多
か

っ
た
も
の
と

み
ら
れ
ま
す
｡
そ
の
後
六
～
八
月
は
生
産
活
動
の
旺

盛
に

つ
れ
て
消
費
さ
れ
減
少
し
ま
し
た
｡
ク

ロ
ロ

フ
ィ
ル
が
減
少
し
た
九
月
下
旬
か
ら

1
0
月
中
旬
に

は
再
び
ア
ン
モ
ニ
ア
は
増
加
し
た
が
'
こ
れ
は
生
産

さ
れ
た
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
等
が
分
解
し
て
ア
ン
モ
ニ
ア

態
窒
素
が
補
給
さ
れ
た
こ
と
も

7
因
と
考
え
ら
れ
ま

す
｡
ま
た
八
月
末
の
湾
央
'
湾
輿
の

一
時
的
増
加
も

同
様
に
､
そ
の
前
に
極
め
て
多
量
に
生
産
さ
れ
た
プ

ラ
ン
ク
ト
ン
等
の
分
解
補
給
が
推
察
さ
れ
ま
す
｡■
ク

ロ
ロ
フ
ィ
ル
が
再
度
多
く
な

っ
た

1
0
月
末
以
降
は

ア
ン
モ
ニ
ア
は
ま
た
低
濃
度
に
な
り
ま
し
た
｡
九
五

年
は
四
～
五
月
と
も
生
産
活
動
が
旺
盛
で
ブ
ル
ー
-

ン
グ
が

起
こ
っ
た
が
'
こ
の
李
の
ア
ン
モ
ニ
ア
は
著

し
く
低
下
し
ま
し
た
｡
前
年

に
比
較
し
て
ク

ロ
ロ

フ
ィ
ル
が
少
な
か

っ
た
七

～
八
月
は
ア
ン
モ
ニ
ア
が

増
加
し
､
さ
ら
に
ク
ロ
ロ
フ
ィ
ル
が
減
少
し
た

!
〇

月
以
降
に
は
ア
ン
モ
ニ
ア
も

〇
･
六
～
〇

･
八
(〟

)

と
ほ
ぼ

7
定
し
た
溶
存
を
示
し
ま
し
た
｡
こ
切
よ

う

に
湖
内
の
ア
ン
モ
ニ
ア
態
窒
素

の
増
減
は
ク

ロ
ロ

フ
ィ
ル
量
と
負
相
関
に
あ
り
'
生
産
活
動
に
よ
る
消

費
の
多
寡
と
強
い
関
係
に
あ
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
ま

す
｡
そ
れ
に
比
較
し
て
'
河
川
の
増
水
等
と
の
関
連

は
小
さ
い
の
も
と
考
え
ら
れ
ま
す
｡

水
中
の
亜
硝
酸
態
窒
素
(
N
o
d

-
N
)は
無
機
窒

素
の
三
形
態

(
ア
ン
モ
ニ
ア
態
窒
素

､
亜
硝
酸
態
窒

素
お
よ
び
硝
酸
態
窒
素
)
の
な
か
で
は
最
も
不
安
定

な
溶
存
形
態
で
す
｡
水
中
に
十
分
な
酸
素

(
D
O
)

が
あ
れ
ば
ア
ン
モ
ニ
ア
態
窒
素
は
時
間
の
経
過
と
と

も
に
酸
化
し
て
亜
硫
酸
態
窒
素
と
な
り
'
さ
ら
に
酸

化
が
進
行
し
て
硝
酸
態
窒
素
に
移
行
し
て
安
定
し
ま

す
｡
逆
に
酸
素
が
少
な
い
還
元
状
況
下
で
は
硝
酸
態

窒
素
が
亜
硝
酸
態
窒
素
を
経
て
ア
ン
モ
ニ
ア
態
窒
素

に
移
行
し
ま
す
｡
こ
の
よ
う
に
亜
硝
酸
態
窒
素
は
過

度
的
な
溶
存
形
態
の
た
め
不
安
定
で
'
水
中
で
の
溶

存
も
極
微
量
で
す
｡
当
湖
に
お
け
る
亜
硝
酸
態
窒
素

量
も
す
べ
て
の
調
査
時
に
お
い
て
分
析
下
限
値
の
〇

･
〇

1

(
mg
/
♂
,)
未
満
と
極
少
な
い
状
況
で
し
た
｡
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図9 硝酸態窒素の時季変移 (1)

図9 鞘斡態窒素の時季変移 (2)
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な
お
亜
硝
酸
に
は
還
元
力

(酸
素
と
の
結
合
力
)
が

強
い
た
め
毒
性
が
あ
り

(食
品
の
漂
白
な
ど
に
使
用

時
に
は
濃
度
の
規
制
か
あ
り
ま
す
)
'
海
水
中
で
も

低
濃
度
で
あ
る
こ
と
は
良
好
で
す
｡

硝
酸
態
窒
素
(
N
O
T-,-
N
)も
外
海
の
沿
岸
域
で

は
リ
ン
酸
と
同
様
に
春
か
ら
夏
季
に
つ
れ
て
消
費
に

伴
っ
て
減
少
し
'
秋
季
以
降
は
植
物
プ
ラ
ン
ク
ト
ン

や
海
藻
の
枯
死
な
ど
に
よ
る
補
給
の
た
め
再
上
昇
す

る
の
か
周
年
の
消
長
パ
タ
ー
ン
で
す
｡
ま
た
流
入
河

川
の
や
ち
水
に
は
極
め
て
多
量
の
硝
酸
態
窒
素
が
溶

存
し
て
お
り
'
河
川
水
の
影
響
を
う
け
た
低
塩
分
時

に
も
欄
内
の
硝
酸
態
窒
素
は
高
濃
度
に
な
る
傾
向
を

示
し
ま
す
｡
当
湖
の
周
年
変
移
を
み
る
と

(図
9
)

調
査
時
ご
と
の
変
動
は
大
き
い
も
の
の
'
冬
季
か
ら

春
先
に
か
け
て
〇

･
〇
五
～
〇
･
1
(
mg
/
-
)
と

多
量
の
溶
存
で
'
夏
季
に
向
け
て
減
少
す
る
が
､
秋

季
以
降
は
再
び
増
加
す
る
消
長
傾
向
と
な
っ
て
い
ま

す
｡
た
だ
し
上
述
と
お
り
'
九
四
年
は
ク
ロ
ロ
フ
ィ

ル
増
加
の
ピ
ー
ク
が
春
季
で
は
な
-
夏
季
に
ず
れ
込

ん
だ
が
､
硝
酸
態
窒
素
も
同
様
に
夏
季
に
最
も
低
濃

度
で
し
た

(窒
素
の
消
費
時
期
の
遅
れ
)
｡
な
お
九

五
年
四
月
上
～
中
旬
の
高
溶
存
は
低
塩
分

期
に
当
た

り
'
融
雪
河
川
の
増
水
影
響
を
受
け
た
た
め
と
考
え

ら
れ
ま
す
｡
そ
の
後
六
月
上
旬
ま
で
は
ク
ロ
ロ
フ
ィ

ル
の
増
加
に
伴
う
消
費
で
減
少
し
ま
し
た
.
ま
た

一

1
月
の
高
濃
度
は
河
川
増
水
の
影
響
で
は
な
く
t
C

O
D
や
s
s
の
漸
増
な
ど
か
ら
み
て
風
波
の
影
響
で

湖
底
か
ら
の
淫
泥
等
の
影
響
で
溶
出
し
た
窒
素
が
拡

散
し
た
も
の
と
推
察
さ
れ
ま
す
｡

芋

的

一
九
九
三
年
九
月
か
ら
厚
岸
湖
の
湖
H
t
湖
央
'

湖
輿
に
設
け
た
三
定
点
に
つ
い
て
水
質
調
査
を
実
施

し
て
い
ま
す
が
'
今
回
は
九
四
年
四
月
か
ら
九
五
年

十
二
月
ま
で
の
結
果
を
考
察
し
ま
し
た
｡
そ
の
結
果

は
以
下
の
よ
う
に
要
約
さ
れ
ま
す
｡

九
四
年
は
春
季
の
四
～
五
月
が
や
や
低
温
で
'
植

物
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
が
多
大
に
増
殖
し
て
起
こ
る
ブ

ル
ー
-
ン
グ
現
象
が
み
ら
れ
ず
'
光
合
成
に
よ
り
生

産
さ
れ
る
ク
ロ
ロ
フ
ィ
ル

(貝
類
等
の
餌
料
の
指
標

と
な
-
)
も
少
量
で
し
た
｡
そ
の
た
め
D
O
飽
和
度

も
低
-
､
ま
た
生
産
活
動
に
よ
っ
て
消
費
さ
れ
る
無

機
窒
素
な
ど
も
減
少
せ
ず
高
溶
存
で
し
た
｡
し
か
し

夏
季
に
は
例
年
に
な
い
高
気
温
と
な
っ
て
水
温
も
上

昇
し
､
生
産
活
動
は
極
め
て
旺
盛
と
な
っ
て
ク
ロ
ロ

フ
ィ
ル
量
も
急
増
し
'
赤
潮
発
生
に
近
い
状
況
に
ま

で
達
し
ま
し
た
｡
九
月
に
は
天
候
不
順
で
生
産
活
動

は

一
時
停
滞
し
た
が
'

一
〇
月
以
降
も
変
動
は
あ
る

も
の
の
生
産
活
動
は
順
調
で
ク
ロ
ロ
フ
ィ
ル
量
も
初

冬
季
ま
で
や
や
多
い
傾
向
が
続
き
ま
し
た
｡

九
五
年
は
前
年
と
は
逆
に
春
季
の
生
産
活
動
が
極

め
て
旺
盛
で
ブ
ル
ー
-
ン
グ
現
象
が
起
こ
り
'
七
～

八
月
の
夏
季
に
は
停
滞
し
た
か
九
月
に
再
び
ク
ロ
ロ

フ
ィ
ル
も
増
加
し
'
そ
の
後
は
冬
季
に
向
け
て
漸
減

し
ま
し
た
｡
な
お

一
～
三
月
の
結
氷
期
も
ク
ロ
ロ

フ
ィ
ル
は
や
や
多
く
'
生
産
活
動
が
認
め
ら
れ
ま
し

た
｡こ
の
よ
う
に
生
産
活
動
に
年
変
動
が
大
き
く
'
年

に
よ
っ
て
春
季
や
夏
季
に
は
貝
類
等
の
餌
料
と
な
る

植
物
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
が
急
減
す
る
こ
と
が
あ
り
'
ま

た
逆
に
一
時
的
な
が
ら
赤
潮
発
生
近
く
ま
で
極
め
て

多
量
に
な
る
こ
と
も
認
め
ら
れ
ま
す
｡
そ
の
変
動
に

は
当
然
に
気
温
'
水
温
や
日
照
な
ど
が
大
き
な
要
因

と
な
り
ま
す
が
'
無
粍
窒
素

(
ア
ン
モ
ニ
ア
や
硝
酸

態
窒
素
)
の
溶
存
の
多
寡
な
ど
も
含
ま
れ
る
も
の
と

推
察
さ
れ
ま
し
た
｡
た
だ
し
湖
内
で
の
リ
ン
酸
は
周

年
を
通
し
て
低
溶
存
の
こ
と
が
多
く
､
生
産
活
動
の

強
弱
の
直
接
的
な
要
因
と
な
っ
て
い
な
い
状
況
で
す
｡

融
雪
期
や
降
雨
に
よ
る
河
川
の
増
水
時
に
は
湖
奥

の
み
な
ら
ず
湖
口
で
も
著
し
-
低
塩
分
と
な
り
凄
す
｡

ま
た
高
水
温
の
夏
季
の
二
ケ
月
ほ
ど
D
O
が
七

･
五

(
曙
/
ゼ
)
を
下
回
る
'
や
や
低
酸
素
状
況
が
認
め

ら

れ

ま
す
｡
c
O
D
も
冬
季
を
除
い
て
は
春
季
を

ピ
ー
ク
に
秋
季
ま
で
三

(
喝
/
qi,)
を
超
え
る
こ
と

が
多
く
'
湖
奥
を
は
じ
め
湖
内
全
域
が
有
機
性
の
強

い
河
川
水
の
影
響
を
受
け
て
い
る
こ
と
が
推
察
さ
れ

ま
す
｡
ま
た
水
深
が
浅
い
た
め
風
波
に
よ
っ
て
湖
内

は
懸
濁
し
や
す
-
､
春
季
を
中
心
に
s
s

(懸
濁
物

量
)
は
多
く
'
清
澄
に
な
る
の
は
主
に
冬
季
間
で
す
｡

(か
く
だ
と
み
お

･
資
源
増
殖
部
)
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見
え
る
?
見
え
な
い
け
‥魅
せ
ま
す
〓
‥

～
水
産
加
工
技
術
の
普
及
か
ら
～

浜
の
味
を
い

っ
し
ょ
に

作
り
ま
し
ょ
う
!

訓

..j
L

1
月
二
十
七
日
散
布
漁
協
婦
人

部
三
八
名
が
来
場
さ
れ
加
工
講
習

水
試
だ
よ
り
第
七
十
五
号
に
引
続
き
'
水
産
加
工

技
術
の
普
及
と
取
組
み
に
つ
い
て
'
今
回
は
ト
ピ

ッ

ク
ス
的
な
内
容
で
お
届
け
し
ま
す
｡

『何
を
や

っ
て

い
る
の
か
?
』
を
3
つ
の
話
題
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
｡

水
産
試
験
場
の
こ
と
が
､
少
し
み
え
る
と
幸
い
で
す
｡

信

太

茂

春

飯

田

訓

之

荻
伏
漁
協
'
水
産
技
術
普
及
指
導
所
の
皆
さ
ん
お

世
話
に
な
り
ま
し
た
｡

会
を
開
催
し
ま
し
た
｡
浜
を
代
表
す
る
飯
寿
し
八
品

の
品
評
会
な
ど
に
続
い
て
､
散
布
特
産
の
ア
サ
-
を

使

っ
た
佃
煮
の
製
造
実
習
を
し
ま
し
た
｡
さ
す
が
に

家
庭
の
主
婦
へ
場
内
見
学
中
に
も
暮
ら
し
に
役
立

つ

質
問
が
多
数
飛
び
出
し
､
大
変
楽
し
い
有
意
義
な

一

日
と
な
り
ま
し
た
｡
ま
た
の
来
場
を
心
か
ら
お
待
ち

し
て
お
り
ま
す
｡

散
布
漁
協
､
水
産
技
術
普
及
指
導
所
の
皆
さ
ん
お

疲
れ
様
で
し
た
｡

搾

っ
た
ぞ
!

美
味
し
い
サ
ケ
醤
油

前
号
に
紹
介
し

居
た
荻
伏
漁
協
で
仕

込
ん
だ
〟

サ
ケ
し
ょ
う
ゆ
〟

を
十
二

月
上
旬
に
搾

っ
て
き
ま
し
た

｡
指
導

だ
け
で
は
な
-
､
味
覚
と
し
て
成
果

を
感
じ
て
い
た
だ
く
た
め
に
｡
各
家

庭
で
六
ケ
月
間
大
切
に
貯
蔵

･
醸
酵

さ
れ
た
秋
サ
ケ
は
予
想
以
上
に
美
味

し
い
醤
油
と
な

っ
て
帰

っ
て
行
き
ま

し
た
｡
無
事
出
来
上
が

っ
て
ホ

ッ
と

し
た
私
た
ち
で
し
た
｡
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ク
ー
の
ご
協
力
に
感
謝
い
た
し
ま
す
｡

百
聞
は

一
見
!
ジ

ュ
ー
ル
加
熱

l
月
二
十
八
日
ジ
ュ
ー
ル
加
熱

装
置
を
根
室
市
水
産
加
工
振
興
セ

ン
ク
ー
に
持
込
ん
で
実
技
講
習
会
を
行
い
ま
し
た
｡

は
じ
め
に
講
習
で
ジ
ュ
ー
ル
加
熱
の
特
徴
を
説
明
し

ま
し
た
が
'
な
か
な
か
ピ
ン
ト
こ
な
い
｡
や
っ
ぱ
り

見
る
の
が

1
番
｡
約
三
分
で
加
熱
完
了
し
た
秋
サ
ケ

す
り
身
か
ま
ぼ
こ
を
試
食
し
な
か
ら
､
参
加
者
二
十

名
か
ら
は
ジ
ュ
ー
ル
加
熱
の
応
用
技
術
に
つ
い
て
活

発
な
質
疑
が
な
さ
れ
ま
し
た
｡

来
年
度
も
ぜ
ひ
開
催
し
'
水
産
加
工
業
者
の
皆
さ

ん
と
交
流
を
図
り
た
い
と
思
い
ま
す
｡
振
興
セ
ン
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サ

ン

マ
の
栄
養
に
つ
い
て

は
じ
め
に

サ
ン
マ
は

｢秋
刀
魚
｣
と
書
か
れ
る
よ
う
に
､
秋

の
味
覚
､
大
衆
魚
と
し
て
馴
染
み
深
-
'
ま
た

｢サ

ン
マ
が
出
る
と
あ
ん
ま
が
引

っ
込
む
｣
と
言
わ
れ
る

ほ
ど
栄
養
豊
富
な
魚
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
｡
前
回
の

釧
路
水
試
だ
よ
り

(第
七
十
五
号
)
で
は
サ
ン
マ
の

生
物
測
定
を
通
じ
て
､
資
源
の
推
移
と
現
状
に
つ
い

て
説
明
し
ま
し
た
｡
今
回
は
サ
ン
マ
の
栄
養
成
分
の

な
か
で
も
脂
質
を
中
心
に
分
析
し
た
結
果
を
紹
介
し

ま
す
｡

利
用
配
分

サ
ン
マ
の
需
要
は
食
用
と
し
て
の
利
用
が
多
-
､

生
鮮
'
冷
凍
､
缶
詰
'
食
用
加
工
が
八
十
%
に
も
な

り
ま
す
｡
食
用
加
工
に
は
開
き
干
し
'
糠
漬
け
､
酢

漬
け
､
丸
干
し
'
い
ず
L
等
が
あ
り
､
缶
詰
で
は
主

に
中
型
の
サ
ン
マ
が
水
煮
､
蒲
焼
､
味
付
け
等
に
加

工
さ
れ
ま
す
｡
飼
料
と
し
て
は
小
型
の
も
の
が

マ
グ

ロ
延
縄
漁
に
使
用
さ
れ
て
い
ま
す
｡
ま
た
､
本
道
に

比
べ
て
全
国
で
は
冷
凍
に
向
け
ら
れ
る
サ
ン
マ
が
六

割
を
占
め
ま
す
｡
こ
れ
は
九
月
後
半
か
ら
十
月
に
か

辻

浩

司

宮

崎

亜
希
子

け
て
水
揚
げ
が
集
中
す
る
た
め
で
す
が
'
こ
う
し
た

冷
凍
原
料
を
用
い
て
各
種
加
工
品
の
製
造
が
可
能
と

な

っ
て
い
ま
す
｡

(図
1
)

0 20 40 60 80 100 (%)

図1 サンマの利用配分

9 9 9 10 10 10

芸 豊 富 霊 宝 芸罵 言 去 岩 石 去

図2 型別サンマの胎質量変化

8 8

% !

一29-

5

0

5

0

2

2

1

1

勝

算

(%
)

jヒ讃亭遺

臣∃ 宙

大
き
さ
別
､
時
期
別
の
膳
質
量

一
般
に
､
回
遊
魚
は
索
餌
期
と
産
卵
期
で
は
脂
質

量
が
変
化
す
る
と
さ
れ
､
本
道
で
八
月
下
旬
か
ら
水

揚
げ
さ
れ
る
サ
ン
マ
は
千
島
沖
で
ネ
オ
カ
ラ
ヌ
ス

･

プ
ル
ム
ク
ル
ス
や
ツ
ノ
ナ
シ
オ
キ
ア
-
等
の
動
物
プ

ラ
ン
ク
ー
ン
を
十
分
に
食
べ
て
､
南
下
し
て
き
た
も

の
で
す
.
こ
こ
で
は

(図
2
)
体
長
二
十
九

m
以
上

が
大
型
'
二
十
四
か
ら
二
十
八
cm
は
中
型
'

そ
れ
以

下
を
小
型
と
し
ま
し
た
｡
脂
質
量
は
魚
体
が
大
き
な
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も
の
は
ど
多
く
含
ま
れ
､
八
月
の
大
型
で
は
二
十
%

以
上
に
も
達
し
'
そ
の
後
徐
々
に
減
少
し
ま
し
た
｡

一
方
､
中
型
は
時
期
的
な
変
化
が
少
な
く
､
ま
た
小

型
で
は
十
七
%
か
ら
五
%
に
ま
で
脂
質
量
が
変
化
し

ま
し
た
｡
図
3
に
は
肥
満
度
別
の
脂
質
量
を
示
し
ま

し
た
｡
同
じ
大
き
さ

(体
長
)
で
あ
れ
ば
重
た
い
サ

ン
マ
､
つ
ま
り
肥
満
度
の
高
い
も
の
ほ
ど
脂
質
量
が

多
い

(脂
の
の
り
が
い
い
)
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
｡

E
P
A
と
D
H
A

E
P
A

(
エ
イ
コ
サ
ペ
ン
タ
エ
ン
酸
も
し
く
は
イ

コ
サ
ペ
ン
タ
エ
ン
酸
)
と
D
H
A

(ド
コ
サ
ヘ
キ
サ

エ
ン
酸
)
は
水
産
物
の
脂
質
に
だ
け
含
ま
れ
る
成
分

で
す
｡
E
P
A
に
は
脳
血
栓
や
心
筋
梗
塞
を
予
防
す

る
働
き
が
あ
り
､
D
H
A
ほ
乳
ガ
ン
､
大
腸
ガ
ン
'

肺
ガ
ン
の
抑
制
､
学
習
機
能
の
向
上
'
老
人
性
痴
呆

症
の
防
止
に
効
果
が
あ
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
｡

3,5

2

1

1

臓

賞

(%
)

5.5 6.04.0 4.5 5.0
月巴満 座

図3 サンマの脂質量と肥満度の関係

腹部 内臓普通肉 血合肉 皮
(背部) (背部) (背部)

図4 サンマの部位別有効成分含有量
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部
位
別
､
肥
満
産
別
E
P
と
D
H
A

サ
ン
マ
背
肉
'
血
合
肉
､
皮
､
腹
肉
'
内
蔵
に
分

け
て
み
ま
す
と
､
何
れ
の
組
織
で
も
D
H
A
が
E
P

A
よ
り
豊
富
に
含
ま
れ
て
お
り
'
組
織
一
〇
〇

g
当

た
り
で
は
背
肉
部
で
も
最
も
少
な
い
量
で
し
た
｡

つ
ぎ
に
'
可
食
部

(
フ
ィ
レ
I
)
の
E
P
A
と
D

H
A
を
肥
満
度
別
に
み
て
み
る
と
､
肥
満
度
が
五
以

上
の
サ
ン
マ
に
多
く
含
ま
れ
て
お
り
､
E
P
A
で
は

一
五
〇
〇
mg
､
D
H
A
が
二
五
〇
〇

mg
程
度
に
も
適

し
ま
す
｡
(図
3
､
4
)

4.44.54.64.74.84.95.05.15.25.35.4

肥 満 度

図5 サンマの肥満別EPA･DHA含量
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釧路水洗だより 第76号 (1997,9)

お
わ
り
に

サ
ン
マ
に
は
脂
質
以
外
に
も
消
化
吸
収
率
の
高
い

タ
ン
パ
ク
質
や
肝
臓
機
能
の
強
化
と
コ
レ
ス
テ
ロ
ー

ル
低
下
作
用
の
あ
る
タ
ウ
-
ン
等
の
栄
養
成
分
も
含

ま
れ
て
い
ま
す
｡
本
道
で
五
か
ら
六
万
ト
ン
の
比
較

的
安
定
し
た
漁
獲
を
毎
年
あ
げ
て
い
る
重
要
な
資
源
､

江
戸
時
代
か
ら
続
-
庶
民
の
味
､
サ
ン
マ
を
こ
の
機

会
を
見
直
し
て
い
た
だ
け
た
ら
幸
い
で
す
｡



釧路水枕だより 第76号 (1997.9)

I

iB

入

*
四
月

一
日
付

釧
路
水
産
試
験
場
主
査

(釧
路
漁
業
研
埴
所
主
査
)析

戸

手

博

釧
路
水
産
試
験
場
主
査

(釧
路
漁
業
研
修
所
主
査
)犬

.･.m

誠

稚
内
水
洗
試
験
調
査
船
北
洋
九
二
等
機
関
士

(中
央
水
拭
拭
横
網
査
船
お
や
し
お
丸
三
等
機
関
士
)

鈴

木

幹

英

釧
路
水
試
試
験
調
査
船
北
辰
丸
三
等
航
海
士

(漁
業
取
締
船
海
王
丸
工
作
長
)

菊

地

悼

釧
路
水
洗
試
験
調
査
船
北
辰
丸
甲
板
長

(中
央
水
試
拭
験
調
査
船
お
や
し
お
九
甲
板
長
)

阿

部

凹

郎

釧
路
水
式
試
験
調
査
船
北
辰
丸
操
機
長

(中
央
水
試
試
験
調
査
船
お
や
し
お
丸
船
員
)

松

原

洋

一

釧
路
水
試
試
験
調
査
船
北
辰
九
航
海
主
任

(中
央
水
拭
拭
戟
桐
査
船
お
や
し
お
丸
船
良
)

酒

井

晒

雄

釧
指
水
試
試
験
調
査
船
北
辰
丸
船
員

(中
央
水
杭
杭
輪
調
査
船
お
や
し
お
丸
船
良
)

名

和

仁

*
六
月

一
日
付

釧
指
水
産
試
験
場
企
画
総
務
部
長

(函
館
水
産
試
境
域
参
事
)大

友

正

弘

釧
指
水
試
試
験
場
資
源
管
理
部
長

(函
館
水
産
試
境
場
資
源
管
理
部
長
)

佐

野

満

席

釧
路
水
試
企
画
総
梢
部
総
務
係
長

(釧
路
支
庁
総
務
部
会
計
課
経
理
係
)

七

戸

豊

釧
路
水
試
企
画
総
帝
都
会
計
係
長

(釧
路
支
庁
総
務
部
総
稀
課
総
掃
除
)

大

地

春

野

釧
路
水
拭
資
源
管
理
部
予
測
柑

(函
館
水
試
室
蘭
支
場
資
源
増
植
村
)

佐

藤

蒐

*
八
月

一
日
付

釧
路
水
試
資
源
管
理
部
管
理
料

(水
産
林
持
部
栽
培
振
興
課
研
究
企
1@
係
)

筒

井

大

輔

2

転

出

*
四
月

一
日
付

函
館
水
試
試
験
調
査
船
金
星
九
二
等
航
海
士

(釧
指
水
洗
試
験
調
査
船
北
辰
丸
二
等
航
海
士
)

中

村

勝

己

椎
内
水
試
試
験
調
査
船
北
洋
丸
二
等
機
関
士

(釧
指
水
拭
試
験
粥
査
船
北
辰
丸
二
等
機
関
士
)

小

甲

難

治

中
央
水
拭
拭
験
調
査
船
お
や
し
お
九
三
等
織
関
士

(釧
路
水
試
試
験
調
査
船
北
辰
丸
操
織
長
)

新

谷

随

仁

中
央
水
拭
試
験
調
査
船
お
や
し
お
丸
甲
板
長

(釧
路
水
拭
拭
斡
調
査
船
北
辰
丸
甲
板
長
)

左

京

孝

一

函
館
水
拭
試
験
調
査
船
金
星
丸
工
作
長

(釧
路
水
試
試
験
調
査
船
北
辰
丸
船
員
)

葛

西

利

彦

椎
内
水
試
試
紫
調
査
船
北
洋
丸
船
員

(釧
路
水
試
試
験
調
査
船
北
辰
丸
船
員
)

長
谷
川

栄

治

漁
業
取
締
船
北
王
丸
船
員

(釧
路
水
試
試
験
調
査
船
北
辰
九
船
員
)

和

田

大

作

*
六
月

一
日
付

水
産
林
布
部
漁
港
漁
村
課
参
事

(釧
指
水
産
試
験
場
企
画
総
稀
郡
長
)

玉

村

武

函
館
水
産
試
験
場
資
源
管
理
部
長

(釧
路
水
産
試
験
場
賓
源
管
理
部
長
)

小
笠
原

惇

六

釧
指
土
現
事
業
部
管
理
課
管
理
係
長

(釧
指
水
試
企
画
総
稀
部
総
務
係
長
)

析

出

和

宏
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釧
路
支
庁
税
務
部
徴
収
課
徴
収
管
理
係
長

(釧
路
水
試
企
画
総
稀
部
会
計
係
長
)

杉

田

満

子

中
央
水

拭
加工
部品質
保

全科長

(釧

路水
試

加工
部
開

発科長
)
北
川

雅

彦

槍
山
支
庁
水
産
課
漁
業
管
理
係
長

(釧
路
水
産
試
験
場
主
査
)犬

塚

*
六
月

一
日
付

釧
路
水
試
加
工
部
開
発
村
長

(釧
路
水
式
加
工
部
加
工
科
)
信

太

茂

春

1

新
規
採
用

*
四
月
十
六
日
付

釧
路
水
試
試
験
調
査
船

北
辰
丸

船員

山

上
修

司

誠

*
九
月

言

付

釧
路
水
試
加
工
部
加
工
料

宗
谷
支
庁
水
産
課
漁
場
整
備
係
長

(釧
路
水
産
試
験
場
主
査
)大

塚

誠

5

退

瑞

武

田

浩

郁

33

函
館
水
試
資
源
管
理
部
予
測
料

(釧
路
水
試
資
源
管
理
部
管
理
料
)

武

藤

卓

志

栽
培
漁
業
総
合
セ
ン
タ
ー
貝
類
部
貝
類
第
2
相

(釧
路
水
試
資
源
増
殖
部
増
殖
科
)

酒

井

勇

一

3

昇

格

*
四
月

一
日
付

釧
路
水
試
試
襲
調
査
船
北
辰
丸
二
等
航
海
士

(釧
路
水
拭
試
験
的
査
船
北
辰
丸
三
等
航
海
士
)

宝

揺

功

一

*
三
月
三
十

一
日
付

釧
路
水
試
資
源
管
理
部
予
測
科高

昭

宏
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平
成
八
年
度
水
産
試
故
研
究
プ
ラ
ザ

開
催
結
果
に
つ
い
て

平
成
<
年
度
の
水
産
試
験
研
究
プ
ラ
ザ
は
'
四
月

十
五
日
に
別
海
町
で
開
催
さ
れ
た

｢
コ
マ
イ
の
生
態

と
資
源
保
護
の
方
法
に
つ
い
て
｣
を
皮
切
り
に
､
計

九
回
､
延
べ
三
四
四
人
の
水
産
関
係
者
の
参
加
を
得

て
各
地
区
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
D

平
成
元
年
か
ら
始
ま
っ
た
こ
の
プ
ラ
ザ
も
七
年
を

経
過
し
'
今
年
度
か
ら
要
領
の

一
部
が
改
正
さ
れ
､

以
前
か
ら

｢ミ
ニ
プ
ラ
ザ
｣
と
呼
ば
れ
て
い
た
小
規

模
の
開
催
形
式
を
主
体
と
し
て
い
ま
す
｡
ま
た
､
プ

ラ
ザ
等
で
要
望
の
あ
っ
た
ニ
ー
ズ
に
つ
い
て
は
'
支

庁
'
指
導
所
'
水
試
の
三
者
で
構
成
す
る

｢プ
ラ
ザ

検
討
会
議
｣
を
開
催
し
'
そ
の
対
応
方
法
を
協
議
し

て
拭
験
研
究
課
題
の
設
定
を
行
な
っ
た
り
'
｢プ
ラ

ザ
関
連
調
査
事
業
｣
の
実
施
な
ど
に
反
映
し
な
が
ら

浜
の
要
望
に
応
え
る
も
の
に
な
っ
て
い
ま
す
｡

な
る
ペ
-
多
-
の
地
区
に
お
い
て

｢プ
ラ
ザ
｣
を

開
催
し
よ
う
と
思
い
ま
す
が
､
も
し
皆
様
の
お
近
く

で
開
催
さ
れ
な
い
場
合
で
も
'
ご
意
見
'
ご
要
望
等

ご
ざ
い
ま
し
た
ら
直
接
水
式
に
電
話
等
に
て
伝
え
て

い
た
だ
け
れ
ば
'
そ
れ
に
応
え
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
｡

平成 8年度 水産試験研究プラザ開催状況

開催年月日 開 催 場 所 開催形式 話 題 提 供 内 容 参加人数 備考
関係者 七 一

8.4.15 別海町 ミニプラザ 19 4
東公民館

6.12 浦河町 ミニプラザ 12 4
他日高地域人材開発センター

6.24 厚岸町厚岸漁業協同組合 ミニプラザ 50 8

8.8 羅臼町 36 ll
羅臼漁業協同組合

ll.14 豊頃町 ミニプラザ 15 4
大津漁業協同組合

12.4 釧路市 ･什JL魚操を用いた突涼月査の実例(貸源管理部志田研究鞍鼻)41 45
くしろ水産センター

12.15 別海町 ミニプラザ 30 5
東公民館 (加 工 部 船岡主任研究旦)

9.1.31 大樹耶 ミニプラザ 25 3
大樹漁業協同組合

3.15 豊頃町大津漁業協同組合 ミニプラザ 30 2

-34-



月
十
四
日
か
ら

.月
十

二
日
ま
で
の

11
7EZ

問
'
糾
指
水
式
B
工
分
庁
舎

に
ロ
ン
7
連
邦

か
ら
飯

頒
加
工
の
研
峠
の
た
め
､
コ
ル
ニ
ュ
ー
ク
､
ニ
コ
ラ

イ

:

l
コ
ラ
エ
ヴ
ィ
チ
さ
ん
が
や

て
き
ま
し
た

彼
は
ウ
ラ
ジ
オ
ス
ト

ノ
ク
市
に
あ
る
ナ
ン
ロ
･
セ
ン

タ
ー

(太
平
洋
漁
業
海
洋
学
研
究
所
)
の
職
員
で
'

外
接
内
容
は
塩
議
や
乾
燥
托
術
の
習
得
､
輯
製
品
や

練
製
品
製
造
な
と
多
岐
に
わ
た
り
ま
し
た
か
､
持
力

的
に
そ
の
メ
ニ
ュ
ー
を
こ
な
し
て
い
ま
し
た

加
t

都
の
船
岡
主
任
研
究
員
か
中
心
と
な

っ
て
そ
の
指
可

に
当
た
り
ま
し
た
が
'
帰
国
後
も
そ
の
技
術
か
生
か

さ
れ
る
よ
う
に
'
コ
ル
ニ
ュ
ー
ク
さ
ん
の
母
国
で
も

入
手
可
能
な
J
の
を
使
用
す
る
な
と
､
耕
作
内
容
な

と
に
工
夫
し
て
い
ま
し
た
.

写
兵
右
側
の
人
物
は
､
こ
の
研
桂
生
貴
人
の
際
､

通
訳
を
し
て
い
た
た
い
た
資
源
管
理
部
の
高
さ
ん
で

す
｡

イ
カ
の
高
さ
ん

と
し
て
穏
し
ま
れ
て
き
ま

し
た
か
'
今
年
三
月
を
も
っ
て
道
を
退
尽
さ
れ
'
現

在
余
市
に
お
住
ま
い
で
す
｡
こ
存
知
の
方
･J
多
い
と

思
い
ま
す
か
､
高
さ
ん
は
ロ
シ
ア
語
の
研
究
論
文
を

翻
訳
さ
れ
る
な
と
､

ロ
シ
ア
語
に
堪
能
な
方
で
'
退

職
を
間
近
に
控
え
た
忙
し
い
日
々
の
中
､
円
滑
な
研

偉
業
輯
退
行
の
た
め
こ
尽
力
い
た
だ
き
ま
し
た

と

う
J
あ
り
か
と
う
こ
ざ
い
ま
し
た
.

糾

持
水
枕
だ
よ
り

第
e
号

発
行
年
月
日

平
成

九

年

九

月

g
E
集

委

員

佐
野
･

船
岡

･
角
田

･
本
間

宮
崎

･
小
松

発

行

人

川

y

孝

省

発

行

所

釧
路
市
浜
町

二
番
六
号

北

海

道

立
釧

路
水
産
試

戦
場

電

話

云
四
-
二
三

六
二
二
一

F
<
X

ぐ
云
四

二
三

六
二
二
五

印

刷

所

刈
指
掠

全

印

刷

株

式

会
社
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